
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

五
九

（
目
次
）

序
論　

西
周
王
朝
が
殷
の
儀
禮
を
行
な
う
こ
と

一　
『
詩
經
』
周
頌
の
儀
禮
詩
「
振
鷺
」「
有
瞽
」「
有
客
」

二　

京
辟
雍
儀
禮
の
特
質

A　

前
期
…
…
「

京
」

B　

中
期
前
半
…
…
「

京
」

﹇
付
論
﹈

京
辟
雍
儀
禮
と
周
頌
儀
禮
詩
と
の
關
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
（
上
）

C　

中
期
後
半
…
…
「

京
」
と
は
呼
ば
ず
、「

」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

D　

後
期
…
…
「

」

三　

京
の
役
割
の
變
遷

四　

京
の
地
に
つ
い
て

參
考
「
卷
阿
」（『
詩
經
』
大
雅
・
生
民
の
什
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
（
下
）

Ｃ　

  

中
期
後
半
…
…
「

京
」
と
は
呼
ば
ず
、「

」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

西
周
時
代
の
中
期
後
半
と
い
う
時
期
は
、
西
周
時
代
も
す
で
に
後
半
期
に
入
る

わ
け
だ
が
、
こ
の
時
期
か
ら
よ
う
や
く
周
文
化
ら
し
い
も
の
が
姿
を
現
わ
す
。
金

文
讀
解
の
方
面
か
ら
見
て
も
、
考
古
學
の
方
面
か
ら
見
て
も
こ
の
點
で
は
一
致
す

る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
事
實
を
意
外
に
思
う
向
き
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
政
權
の
移
行
だ
け
に
焦
點
を
當
て
て
歷
史
を
見
る
か
ら
そ
う
な
る
わ
け

で
、
實
際
の
歷
史
は
か
な
り
複
雜
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
過
程
を
た
ど
る
。
そ
も
そ

も
殷
系
氏
族
が
西
周
王
朝
の
中
に
多
數
參
畫
し
、
し
か
も
か
な
り
要
職
に
就
い
て

い
る
と
い
う
事
實
は
、
單
純
な
公
式
的
歷
史
觀
で
は
說
明
が
つ
か
な
い
こ
と
で
あ

る
。
拙
論
で
こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
周
系
氏
族
と
殷
系
氏
族
と
の
關

係
も
、
支
配
と
從
屬
と
い
う
よ
う
な
單
純
な
も
の
で
は
な
く
か
な
り
複
雜
な
も
の

が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
人
閒
世
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
に
重
要
な
問
題
が
潛
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

西
周
中
期
後
半
と
い
う
時
期
は
、
考
古
學
方
面
の
知
見
に
よ
れ
ば
靑
銅
器
の
う

ち
、
殷
王
朝
の
時
代
で
は
主
要
な
器
種
の
一
つ
で
あ
っ
た
酒
器
が
激
減
し
、
鎬
京

へ
の
遷
都
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
に
呼
應
し
て
、
そ
れ
ま
で
宗
敎
的
な
性

京
辟
雍
儀
禮
の
特
質
と
歷
史
的
役
割
（
下
）

高　
　

島　
　

敏　
　

夫



京
辟
雍
儀
禮
の
特
質
と
歷
史
的
役
割
（
下
）

六
〇

格
を
も
っ
て
い
た
「

京
」
が
そ
の
名
も
「

」
と
な
り
、
宗
敎
儀
禮
そ
の
も
の

が
行
な
わ
れ
な
く
な
る
と
い
う
時
代
に
入
る
。
こ
こ
ま
で
論
じ
て
來
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
言
う
な
ら
、「

京
」
そ
の
も
の
が
如
上
の
歷
史
的
轉
換
を
實
現
す
る
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
歷
史
的
役
割
を
果
た
し
お
え
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
西
周
時
代
前
半
期
の
長
い
年
月
を
費
や

し
て
、
殷
系
氏
族
が
西
周
王
朝
の
「
天
の
思
想
」
へ
の
轉
換
を
遂
げ
、「
西
周
王

朝
の
中
に
定
着
す
る
段
階
に
入
っ
た（

1
）」
期
閒
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
轉
換
は
、
國
家
論
の
分
野
で
い
う
「
第
三
權
力
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
そ
こ
ま
で
問
題
を
擴
げ
ず
、
標
題
の
問
題
に
沿
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

西
周
前
期
…
…
武
王
・
成
王
・
康
王
（
休
王
）・
昭
王

西
周
中
期
…
…
穆
王
・
共
王
・
懿
王
・
孝
王
・
夷
王
（
後
半
は
懿
王
期
か
ら
）

西
周
後
期
…
…
厲
王
・
共
和
・
宣
王
・
幽
王

こ
こ
で
先
ず
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
西
周
中
期
後
半
の
「

」
関
係
の
靑

銅
器
が
何
れ
も
孝
王
期
の
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る（

2
）。
こ
の
こ
と
は
、
孝
王
期

の
前
の
懿
王
期
に
鎬
京
へ
の
遷
都
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
有
力
な
資
料
と
な
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔

宮
・

人
を
監
理
す
る
任
務
を
命
ず
る
も
の
〕

⑱
卯

蓋　

集
成
４
３
２
７　
﹇
通
釋
一
四
九
﹈　　

孝
王
期

隹
王
十
又
一
月
旣
生
霸
丁
亥
、

季
入
右
卯
、
立
中
廷
、

白
乎
令
卯
曰
、
𩛥

乃
先
且
考
死
𤔲

公
室
、
昔
乃
且
亦
旣
令
乃
父
死
𤔲

人
、
不
盄
、
𠬪
我
家

、

用
喪
、
今
余
非
敢
夢
先
公
又
因

、
余
懋

先
公
官
、
今
余
隹
令
女
死
𤔲

宮
・

人
、
女
母
敢
不
善
、
易
女

章
四
、
・
宗
彝
一
・
將
寶
、
易
女
馬
十
匹
・
牛
十
、

易
于
乍
一
田
、
易
于

一
田
、
易
于
隊
一
田
、
易
于
横
一
田

卯
拜
手
頁
手
、
敢
對
揚

白
休
、
用
乍
寶

、
卯
其
萬
年
、
子
々
孫
々
、
永

寶
用（

隹
王
の
十
又
一
月
旣
生
霸
丁
亥
、

え
い

季
入
り
て
卯ば
う

を
右た
す

け
、
中
廷
に
立
つ
。

伯
呼
び
て
卯
に
令
し
て
曰
く
、
乃な
ん
ぢの
先
祖
考
に
在
り
て
、

公
の
室
を
死を

𤔲さ

め
た
り
。
昔
乃
の
祖
も
亦
旣
に
令
せ
ら
れ
、
乃
の
父
も

人
を
死
𤔲
め
た
り
。

不
淑
な
り
し
と
き
、
我
が
家
の
朱
を
取
り
て
、
用
て
喪
せ
し
め
た
り
、
今
余
敢

て
先
公
の
進
退
す
る
こ
と
有
り
た
ま
ひ
し
に
霞た

が

ふ
に
非
ず
。
余
懋つ
と

め
て
先
公
の

官
を
稱あ

ぐ
。
今
余
隹こ
れ

汝
に
令
し
て

宮
・

人
を
死
𤔲
め
し
む
。
汝
、
敢
へ
て

不
善
な
る
こ
と
毋な

か
れ
。
女
に

章
四
・

・
宗
彝
一
・
䵼
寶
を
賜
ふ
。
汝
に

馬
十
匹
・
牛
十
、
乍
に
一
田
を
賜
ふ
。

に
一
田
を
賜
ふ
。
隊
に
一
田
を
賜
ふ
。

横
に
一
田
を
賜
ふ
。

卯
拜
手
稽
首
し
、
敢
へ
て

伯
の
休
に
對
揚
し
て
、
用
て
寶

を
作
る
。

卯
其
れ
萬
年
な
ら
む
こ
と
を
。
子
々
孫
々
、
永
く
寶
用
せ
よ
。）

【
譯
讀
】

そ
れ
は
王
の
十
一
月
第
二
週
丁
亥
の
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

季
殿
が
卯〔
私
〕

の
介
添
人
と
し
て
私
を
誘
導
し
て
門
か
ら
入
り
（

公
の
廟
の
）
中
廷
に
立
っ
た
。

伯
殿
が
卯
〔
私
〕
を
呼
び
次
の
よ
う
に
發
令
さ
れ
た
。

「
顧
み
れ
ば
汝
の
先
祖
考
の
頃
、

公
の
室
の
祭
事
を
司
っ
て
い
た
。
そ
の
昔
、

汝
の
祖
父
が
こ
の
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
汝
の
父
も
引
き
續
き

人
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六
一

の
こ
と
を
司
っ
て
い
た
。
例
え
ば
不
幸
の
あ
っ
た
時
に
は
、
我
が
家
の
朱
を
取
っ

て
喪
事
の
供
物
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

今
、
余
は
先
公
〔

公
〕
の
な
さ
っ
た
と
こ
ろ
に
逆
ら
わ
ず
、
務
め
て
先
公
の

官
を
稱
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
、
余
は
改
め
て
汝
に

宮
・

人
を
司
る
こ
と
を

命
じ
る
。
汝
は
こ
の
任
務
を
つ
つ
が
な
く
務
め
よ
。
任
命
に
當
っ
て
、

章
四
・

・
宗
彝
一
・
䵼
寶
を
賜
與
す
る
。
ま
た
、
馬
十
匹
・
牛
十
を
與
え
る
。
さ
ら
に

田
を
乍
・

・
隊
・
横
の
そ
れ
ぞ
れ
に
一
田
ず
つ
與
え
る
。」

卯
〔
私
〕
は
儀
禮
作
法
に
從
っ
て
額
ず
き
拜
受
し
た
。
そ
し
て

伯
殿
の
賜
物

に
應
え
て
、
祭
器
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
が
卯
の
家
が
萬
年
の
永
き
に
わ
た
っ

て
榮
え
る
よ
う
、
子
々
孫
々
、
こ
の
祭
器
を
用
い
て
祖
祭
を
行
な
え
。

【
考
釋
】

作
器
者
の
卯
が
ど
こ
の
中
廷
で
任
命
さ
れ
た
の
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ

の
後
に

公
の
室
が
出
て
來
る
の
で

公
の
宮
廟
の
中
廷
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は

京
が
す
で
に

京
で
な
く
な
り
、

と
だ
け
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
と
關
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
西
周
中
期
後
半
に
入
る
と
鎬
京
が
築
か
れ
王

朝
の
儀
禮
の
中
心
は
鎬
京
に
移
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の

の

中
の

宮
や

人
の
管
理
を
卯
に
命
じ
て
い
る
內
容
で
あ
る
。
命
じ
て
い
る
の
は

王
で
は
な
く

伯
で
あ
る
點
が
、
こ
れ
ま
で
の
册
令
（
命
）
形
式
金
文
と
は
異
質

な
點
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
、
任
命
を
受
け
る
卯
の
介
添
人
も

季
で
あ

り
、

伯
と
同
族
の
關
係
に
あ
る
。

京
な
ら
ぬ

の
管
理
に
關
す
る
任
命
式
が

公
の
宮
廟
の
中
廷
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

の
地
そ
の
も
の
が

伯
の
管
理
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

伯
は
前
期
の
銘
文
に
出
て
來
る

子
旅
の
後
裔
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
周
公
一
族

の
一
つ
で
あ
る
。

卯
が
命
じ
ら
れ
た
任
務
は
、
先
ず
祖
父
が
掌
っ
て
い
た

公
の
室
の
祭
事
。
そ

し
て
父
の
掌
っ
て
い
た

人
の
管
理
も
引
き
續
き
行
な
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
う
し
た
上
に
今
回
は

宮
（

京
に
あ
っ
た
樣
々
な
宮
廟
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
か
）
の
管
理
も
命
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
期
前
半
ま
で
の
銘
文
を
見
て

分
か
る
よ
う
に

京
に
は
多
く
の
宮
廟
や
池
が
あ
り
そ
こ
で
祭
祀
儀
禮
が
盛
ん
に

催
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
中
期
後
半
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
儀
禮
が
行
な
わ
れ
な
く

な
る
。
そ
し
て
呼
び
名
そ
の
も
の
が

京
で
は
な
く

と
な
る
の
で
あ
る
。
中
期

後
半
に
な
る
と
こ
う
し
た
祭
祀
儀
禮
の
場
所
が
鎬
京
の
方
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
測
は
、
考
古
學
の
示
す
鎬
京
の
建
造
時
期
と
奇
し
く
も
一
致
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な

京
の
跡
地
で
あ
る

の
人
民
と
宮
廟
と
の
管
理
を
卯
は
託

さ
れ
る
と
い
う
內
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
を
進
め
て
く
る
と
、

京
の
地
を
ど
こ
に
比
定
す
る
か
と
い
う
積
年
の
懸
案
に
つ
い
て
も
一
つ
の
有
力
な

候
補
地
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
本
稿
の
補
論
と
し

て
最
後
の
節
で
私
案
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

【
特
記
事
項
】

1
、

京
の
跡
地
で
あ
る

の
地
の
人
民
と
宮
廟
と
の
管
理
を
卯
に
託
す
と
い

う
銘
文
。

2
、
任
命
し
た
場
所
は

公
廟
（
先
公
）
の
中
廷
、
任
命
し
た
の
は

伯
、
右

者
は

季
。

3
、

が
周
公
一
族
の
采
邑
〔
知
行
所
〕
の
觀
を
呈
し
て
い
る
。

4
、
作
器
者
の
卯
は
殷
系
氏
族
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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六
二

〔
弭
叔
に
、
弭
伯
（
緣
戚
の
者
）
の
輔
弼
を
命
ず
る
內
容
〕

⑲
弭
叔

（
師
眥

）　

集
成
４
２
５
３
〜
４
２
５
４　
﹇
通
釋
一
一
六
﹈
孝
王
期

隹
五
月
初
吉
甲
戌
、
王
才

、
各
于
大
室
、
卽
立
中
廷
、
丼
叔
內
右
師
眥
、
王

乎
尹
氏
、
册
命
師
眥
、
易
女
赤

・
攸
勒
、
用
楚
弭
白
、
師
眥
拜
𩒨
首
、
敢
對
揚

天
子
休
、
用
乍
朕
文
且
寶

、
弭
弔
其
邁
年
、
子
々
孫
々
、
永
寶
用

（
隹
五
月
初
吉
甲
戌
、
王
、

に
在
り
。
大
室
に
格
り
、
位
に
中
廷
に
卽
く
。

邢
叔
內
り
て
師
眥
を
右
く
。
王
、
尹
氏
を
呼
び
、
師
眥
に
册
命
せ
し
む
。
汝
に

赤

・
攸
勒
を
賜
ふ
。
用
て
弭
白
を
楚た

す

け
よ
と
。
師
眥
拜
し
て
稽
首
し
、
敢
へ

て
天
子
の
休
に
對
揚
し
て
、
用
て
朕
が
文
祖
の
寶

を
作
る
。
弭
叔
其
れ
萬
年

な
ら
む
こ
と
を
。
子
々
孫
々
、
永
く
寶
用
せ
よ
。）

【
譯
讀
】

そ
れ
は
五
月
の
第
一
週
甲
戌
の
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。王
は

に
あ
ら
せ
ら
れ
、

大
室
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
、（
そ
れ
が
し
師
眥
は
）
大
室
の
南
面
に
あ
る
廷
の

眞
ん
中
の
（
所
定
の
）
位
置
に
卽
い
た
。
そ
の
時
の
次
第
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

邢
叔
殿
が
私
の
介
添
え
人
と
し
て
廷
內
に
お
入
り
に
な
っ
た
。
王
は
、
尹
氏
を
呼

び
册
書
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
王
命
を
師
眥
に
傳
え
職
に
任
じ
た
。
任
命
に
當
っ
て

赤

と
攸
勒
を
も
賜
與
さ
れ
た
。
も
っ
て
弭
伯
を
弼
け
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
師

眥
は
儀
禮
作
法
に
從
い
額
ず
い
て
拜
受
し
た
。

以
上
の
次
第
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
天
子
の
賜
物
に
應
え
て
、
わ

が
文
祖
の
祭
器
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
弭
叔
の
家
が
萬
年
ま
で
榮
え
ん
こ
と
を
祈

る
。
子
々
孫
々
末
永
く
こ
の
祭
器
を
用
い
て
祖
祭
を
行
な
え
。

【
考
釋
】に

は
大
室
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
王
が
出
御
し
師
眥
（
弭
叔
）
に
册
命
し
た
次

第
を
記
す
銘
文
で
あ
る
。
師
眥
の
介
添
人
は
周
公
一
族
の
邢
叔
、
王
の
代
理
で
王

命
を
發
す
る
役
は
尹
氏
が
つ
と
め
た
。
こ
の
尹
氏
は
內
史
尹
で
あ
ろ
う
。
師
眥（
弭

叔
）
の
任
務
は
弭
伯
の
輔
弼
を
す
る
こ
と
と
讀
め
る
。
た
だ
弭
叔
は
弭
伯
と
緣
戚

關
係
に
あ
り
、
弭
一
族
の
長
老
的
な
存
在
で
あ
る
弭
伯
を
若
い
弭
叔
が
た
す
け
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
と
、
弭
氏
一
族
の
か
な
り
私
的
な
關
係
に
ま

で
王
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
內
容
の
銘
文
は
他
に
見
え
な
い

が
、
あ
る
い
は
王
と
も
關
係
の
深
い
氏
族
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
賜
物
は
儀

禮
用
の
赤

（
赤
い
縫
い
靴
）
と
攸
勒
（
馬
の
轡
の
一
種
）
で
あ
る
。

【
特
記
事
項
】

1
、
作
器
者
の
師
眥
（
弭
叔
）
は
緣
戚
關
係
に
あ
る
弭
伯
の
輔
弼
を
任
ぜ
ら
れ

た
。

2
、
右
者
は
周
公
一
族
の
邢
叔
。

〔
参
考
〕《
弭
伯

》　

集
成
４
２
５
７　
﹇
通
釋
一
六
五
﹈　　

孝
王
期

隹
八
月
初
吉
戊
寅
、
王
各
于
大
室
、

白
內
右
師
藉
、
卽
立
中
廷
、
王
乎
內
史

尹
氏
册
命
師
藉
、
易
女
玄
衣
黹
屯
・

市
・
金
鈧
・
赤

・
戈
琱

彤
沙
・
攸
勒
・

旂
五
、
日
用
事

弭
白
用
乍

、
其
萬
年
、
子
孫
永
寶
用

（
隹
八
月
初
吉
戊
寅
、
王
、
大
室
に
格
る
。

伯
內
り
て
師
藉
を
右
け
、
位
に

中
廷
に
卽
く
。
王
、
內
史
尹
氏
を
呼
び
、
師
藉
に
册
命
せ
し
む
。
女
に
玄
衣
黻

純
・
叔
市
・
金
亢
・
赤

・
戈
琱
違
彤
緌
・
攸
勒
・
鑾
旂
五
を
賜
ふ
。
日
に
用

て
事
へ
よ
。

弭
白
用
て

を
作
る
。
其
れ
萬
年
な
ら
む
こ
と
を
。
子
孫
永
く
寶
用
せ
よ
。）
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【
考
釋
】

こ
の
《
弭
伯

》
の
場
合
、「
王
在

」
と
い
う
文
言
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、

《
弭
叔

》
と
同
じ
よ
う
に
「

」
の
大
室
の
意
で
同
じ
場
所
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

に
王
が
出
御
し
師
藉
（
弭
伯
）
に
册
命
し
た
次
第
を
記
す
銘
文
で
あ
る
。
師
藉
の

介
添
人
は

伯
で
あ
る
。

伯
は
⑱
卯

蓋
で
も
右
者
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る

が
、
邢
公
と
同
じ
よ
う
に
周
公
一
族
で
あ
る
。
⑲
の
《
弭
叔

》
で
は
王
の
代
理

で
王
命
を
發
す
る
役
を
「
尹
氏
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
《
弭
伯

》

で
は
內
史
尹
氏
が
つ
と
め
た
と
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
正
式
な
名
稱
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

前
掲
の
《
弭
叔

》
で
は
、弭
叔
（
師
眥
）
に
命
じ
た
の
が
弭
伯
の
輔
弼
で
あ
っ

た
が
、
こ
ち
ら
の
弭
伯
（
師
藉
）
が
ど
の
よ
う
な
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
か
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
賜
物
は
こ
ち
ら
の
方
が
多
く
、馬
に
乘
る
時
の
膝
掛
や
佩
玉
・

武
器
・
馬
具
・
旗
な
ど
、
軍
事
を
掌
る
師
の
職
に
對
す
る
賜
物
ら
し
い
も
の
が
竝

ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
銘
文
を
照
合
し
て
讀
む
と
、
先
ほ
ど
の
《
弭
叔

》
の
賜
物
が
や
は
り
軍
事
を
掌
る
師
の
職
に
對
す
る
賜
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
合

點
で
き
る
。
前
述
の
弭
叔
の
任
務
は
弭
伯
を
輔
弼
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
解
釋
し
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

【
特
記
事
項
】

1
、
作
器
者
の
師
藉
（
弭
伯
）
は
《
弭
叔

》
に
見
え
て
い
た
。

2
、
右
者
は
周
公
一
族
の

伯
で
あ
る
。

3
、王
言
を
傳
え
る
役
の
內
史
尹
氏
は
《
弭
叔

》
の
時
と
同
じ
人
物
で
あ
る
。

〔
主
從
の
關
係
に
あ
る
者
の
閒
で
起
き
た
土
地
爭
い
の
裁
判
の
經
緯
を
記
し
た
も
の
〕

⑳
𠑇
　

集
成
１
０
２
８
５　
﹇
通
釈 

補
一
一
h
﹈　　

孝
王
期

隹
三
月
旣
死
霸
甲
申
、
王
才

上
宮
、
白
揚
父
廼
成
䝳
曰
、
牧
牛
、
𠭯
、
乃
可

湛
、
女
敢

乃
師
訟
、
女
上
𠨘
先
誓
、
今
女
亦
旣
又
穐
誓
、

䞦
嗇

𠑇

、
亦

𢆶
五
夫
、
亦
旣
穐
乃
誓
、
女
亦
旣
從
辭
從
誓
、
弋
可
、
我
義
便
女
千
、

女
、

今
我
赦
女
、
義
便
女
千
、

女
、
今
大
赦
女
、
便
女
五
百
、
罰
女
三
百

白
揚
父
廼
或
使
牧
牛
誓
曰
、
自
今
余
敢

乃
小
大
事
、
乃
師
或

女
告
、
𠟭
按

乃
便
千

、
牧
牛
𠟭
誓
、
乃

告
史

、
史
㸓
于
會
、
牧
牛
辭
誓
成
、
罰
金
、

𠑇
用
乍
旅

（
隹
三
月
旣
死
霸
甲
申
、
王
、

の
上
宮
に
在
り
。
白
揚
父
廼す

な
はち

䝳が
い

を
成
し
て

曰
く
、
牧
牛
よ
、
𠭯あ
あ

、
乃
ち
湛ま
こ
とに
す
べ
し
。
汝
、
敢
へ
て
乃な
ん
ぢの
師
を
以
て
訟
し
、

汝
上
𠨘よ
く

し
て
先
づ
誓
ひ
た
り
。
今
汝
亦
旣
に
誓
ひ
に
穐た
が

ふ
こ
と
有
り
。
嗇
を

䞦
し
、
𠑇よ

う

の
く
ら

を
み
だ

し
た
り
。
亦
茲
の
五
夫
も
、
亦
旣
に
乃
の
誓
ひ
に
穐た
が

へ

り
。
汝
亦
旣
に
從
辭
し
從
誓
せ
ば
、
必
ず
可
な
ら
む
。
我
義よ

ろ

し
く
汝
をむ
ち
うつ
こ

と
千
、汝
を

べ
つ
あ
う

す
べ
き
も
、今
我
汝
を
赦
さ
む
。
義
し
く
汝
を

つ
こ
と
千
、

汝
を

べ
つ
あ
う

す
べ
き
も
、
今
大
い
に
汝
を
赦
し
、
汝
を

つ
こ
と
五
百
、
汝
に

三
百
鍰
を
罰
せ
む
と
。

白
揚
父
廼
ち
或ま

た

、
牧
牛
を
し
て
誓
は
し
め
て
曰
く
、
今
よ
り
、
余
敢
へ
て
乃

の
小
大
の
事
を

を
さ

め
む
。
乃
の
師
、
汝
を
以
て
告
ぐ
る
こ
と
或
ら
ば
、
則
ち
乃

に

千
・

べ
つ
あ
う

を
致
さ
む
と
。
牧
牛
則
ち
誓
ふ
。
乃
ち
以
て
史
け
い

・
史
㸓こ
つ

に
、

會
に
告
ぐ
。
牧
牛
、
辭
誓
す
る
こ
と
成
り
、
金
を
罰
と
す
。
𠑇
、
用
て
旅

を

作
る
。）

【
譯
讀
】



京
辟
雍
儀
禮
の
特
質
と
歷
史
的
役
割
（
下
）

六
四

そ
れ
は
三
月
の
第
四
週
甲
申
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
王
は

の
上
宮
に

あ
ら
せ
ら
れ
た
。
白
揚
父
殿
は
、
豫
め
用
意
し
て
あ
っ
た
審
判
の
言
葉
に
從
っ
て

次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。「
お
う
、
牧
牛
よ
、
今
、
汝
に
審
判
を
申
し
渡
す
。
か

つ
て
汝
の
上
官
た
る
師
𠑇
と
の
裁
判
の
時
に
誓
約
を
し
た
。
だ
が
汝
は
そ
の
誓
い

に
背
い
た
。
そ
れ
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

汝
の
上
官
た
る
師
𠑇
の
田
地
に
侵
入
し
、
𠑇
の
倉
か
ら
農
作
物
を
略
取
し
た
。

ま
た
さ
ら
に
こ
の
五
人
の
者
た
ち
も
、
汝
と
と
も
に
誓
い
に
背
い
た
。

汝
が
自
ら
の
言
葉
で
誓
い
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
度
の
こ
と

は
必
ず
許
す
こ
と
に
す
る
。
本
來
な
ら
汝
の
罪
は

打
ち
千
回
が
順
當
な
と
こ
ろ

だ
が
、
こ
の
度
は
特
別
に
許
し
て
つ
か
わ
す
の
だ
。（
重
要
な
こ
と
だ
か
ら
繰
り

返
す
が
、）
本
來
な
ら
汝
の
罪
は

打
ち
千
回
が
順
當
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ

を
こ
の
度
は
特
別
に
許
し
て
や
る
と
い
う
特
別
の
計
ら
い
な
の
だ
。
特
段
に
許
し

て
、
汝
を

打
つ
こ
と
半
分
の
五
百
回
と
す
る
。
そ
れ
と
金
三
百
鍰
も
𠑇
殿
に
納

め
よ
。

伯
揚
父
殿
は
ま
た
牧
牛
に
誓
わ
せ
る
言
葉
を
次
の
よ
う
に
傳
え
た
。「
今
日
よ

り
後
は
、
汝
の
諸
々
の
仕
事
に
つ
い
て
は
余
が
管
理
す
る
。
も
し
も
汝
の
上
官
た

る
師
𠑇
が
提
訴
告
發
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
汝
を

打
ち
千
回
の
罰
に
處
す
る
。

か
く
て
牧
牛
は
誓
い
を
立
て
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
會
同
の
場
で
史

・
史

㸓
に
報
告
し
た
。
牧
牛
自
ら
の
言
葉
で
誓
う
と
い
う
手
順
を
踏
む
こ
と
が
で
き
、

罰
と
し
て
金
三
百
鍰
を
納
め
た
の
で
あ
る
。
𠑇
は
そ
れ
を
記
念
と
し
て
旅

を

作
っ
た
の
で
あ
る
。

【
考
釋
】

土
地
の
所
有
を
め
ぐ
る
裁
判
の
審
判
の
言
葉
が
記
さ
れ
た
も
の
。

の
上
宮
に

つ
い
て
は
一
例
し
か
見
え
な
い
が
、
文
字
通
り
に
解
す
れ
ば
上
の
方
に
位
置
す
る

宮
廟
の
意
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
場
合
も
上
宮
・
下
宮
は
そ
の
よ
う
な
意

味
で
名
づ
け
ら
れ
る
。
素
直
に
考
え
れ
ば
平
地
よ
り
も
高
い
所
あ
る
い
は
山
手
に

あ
る
宮
廟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
も
し
も
そ
う
だ
と
す
る
と

京
（

）

は
そ
の
よ
う
な
地
形
の
山
裾
と
か
山
麓
に
位
置
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
行
な
わ
れ
た
の
は
土
地
の
所
有
を
め
ぐ
る
裁
判
で
あ
っ
た
。
裁
判

官
の
名
は
白
揚
父
。
牧
牛
と
そ
の
上
官
で
あ
る
師
𠑇
と
の
閒
で
行
な
わ
れ
た
。

【
特
記
事
項
】

1
、
作
器
者
師
𠑇
と
配
下
の
牧
牛
と
の
閒
で
起
き
た
土
地
爭
い
を
廻
る
裁
判
の

審
判
を
記
錄
し
た
も
の
。

2
、
裁
判
は

の
上
宮
で
行
な
わ
れ
た
。

3
、

京
（

）
の
場
所
は
小
高
い
山
の
よ
う
な
地
形
の
山
裾
か
山
麓
に
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

【

京
關
係
銘
文
西
周
中
期
後
半
の
小
整
理
】

⑱  

卯

蓋
で
は
、

公
の
中
廷
で
卯
に
對
す
る
任
命
式
が
行
な
わ
れ
、
任
命
者

は
王
で
は
な
く

伯
で
あ
っ
た
。
右
者
も

伯
と
緣
戚
關
係
に
あ
る

季
で

あ
っ
た
。
ま
た

公
・

伯
・

季
は
周
公
一
族
。
任
命
の
內
容
は

京
の

跡
地
で
あ
る

の
地
の
宮
廟
と
人
民
と
の
監
理
を
卯
に
託
す
と
い
う
銘
文
で

あ
る
。

⑲  

弭
叔

に
見
え
る
右
者
は
邢
叔
、
弭
伯

に
見
ら
れ
る
右
者
は

伯
。
と
も
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に
周
公
一
族
で
あ
る
。

⑳
𠑇

に
は
、
裁
判
が

の
地
の
上
宮
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

【
補
論
】《
毛
公
鼎
》
の
銘
文
に
記
さ
れ
た
「
命
女
亟
一
方
」
の
意
味
に
つ
い
て

右
の
【
小
整
理
】
に
記
し
た
よ
う
に
、⑱
卯

蓋
は
そ
れ
ま
で
の

京
の
イ
メ
ー

ジ
を
破
る
か
な
り
特
異
な
內
容
で
あ
っ
た
。
任
命
式
の
場
が
周
公
一
族

の
先
公

で
あ
る

公
の
中
廷
。
任
命
者
は
周
王
で
は
な
く
周
公
一
族
の

伯
。
右
者
も
周

公
一
族
の

季
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、卯
と
い
う
人
物
に
命
じ
た
の
は
、

京
の
跡
地
で
あ
る

の
地
の
宮
廟
と
人
民
と
の
監
理
と
い
う
任
務
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
「

京
」
な
ら
ぬ
「

」
の
地
が
、
こ
の
時
す
で
に
周
公
一
族
の
監
理

下
に
あ
っ
た
樣
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
狀
態
に
な
っ
た
事

情
の
一
端
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
銘
文
が
あ
る
。
周
公
一
族
の
一
つ
で
あ
る

毛
公
の
作
器
に
な
る
《
毛
公
鼎
》
で
あ
る
。

《
毛
公
鼎
》
は
岐
山
縣
の
出
土
と
さ
れ
て
き
た
が
、
具
體
的
な
出
土
地
は
不
明

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
當
硏
究
所
「
紀
要
」
の
七
號

に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「《
天
亡

》
私
考
」
に
お
い
て
、《
天
亡

》
と
《
毛
公
鼎
》

と
の
出
土
地
は
周
公
廟
遺
址
で
は
な
い
か
と
い
う
私
案
を
提
示
し
て
お
い
た
。
そ

の
時
は
、
そ
れ
以
上
掘
り
下
げ
る
材
料
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
、
私
案
と
し
て
提

示
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
周
公
廟
遺
址
の
附
近
や
周
公
廟
の
あ
る
鳳
凰
山
を
實
際
に
歩
く
機
會

を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
勢
的
な
知
見
を
多
少
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
發
掘
報
告
を
讀
む
た
め
の
下
準
備
を
い
く
ら
か
で
き
た
狀
態
で
、
周
公

廟
遺
址
の
發
掘
報
告
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
鶴
首
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

れ
は
そ
れ
と
し
て
、
今
回
、

京
關
係
の
銘
文
を
ま
と
め
て
讀
み
直
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、《
毛
公
鼎
》
の
讀
み
も
い
く
ら
か
深
ま
り
、
出
土
地
が
周
公
廟
遺
址
で

あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
件
を
「
補
論
」
と
し

て
こ
こ
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

京
の
地
は
周
公
廟
遺
址
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
方
と
表
裏
一
體
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
に
展
開
す
る
次
第
で

あ
る
。
論
文
が
長
篇
化
し
て
し
ま
う
が
、
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
毛
公
鼎　

集
成
２
８
４
１　
﹇
通
釋
一
八
一
﹈　　

共
和
期

《
毛
公
鼎
》
は
全
文
が
四
九
九
字
の
超
特
大
級
の
銘
文
で
あ
る
。
し
か
も
《
史

牆
盤（

3
）》
の
よ
う
に
王
統
譜
や
家
系
譜
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
文
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
全
文
の
ほ
と
ん
ど
が
、
王
が
毛
公
に
語
り
か
け
る
內
容
に
な
っ

て
い
る
。
先
ず
文
武
の
草
創
期
に
天
命
を
拜
受
し
天
下
一
統
に
務
め
た
時
代
を
周

王
と
し
て
回
顧
し
、
そ
の
後
の
時
代
も
君
臣
と
も
ど
も
相
協
力
し
て
、
天
の
大
命

の
下
に
王
朝
を
保
持
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
に
對

し
て
現
在
の
狀
況
は
王
自
身
の
不
德
の
致
す
と
こ
ろ
で
四
方
が
大
い
に
亂
れ
、
國

家
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
毛
公
の
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

風
に
語
り
が
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
今
話
題
に
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
毛
公
に
命
じ
て
い
る
具
體
的
な
任
務
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
部
分
だ
け

引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

王
は
先
ず
、「
汝
に
命
じ
て
我
が
邦
我
が
家
の
內
外
を
辪を

さ

め
し
む
。
小
大
の
政

を
依
つ
つ
しみ
、
朕
が
位
を
𤲀た
す

け
よ
。」
と
言
う
。
こ
れ
は
王
朝
內
外
の
政
事
を
よ
く
治

め
て
、
王
位
に
あ
る
朕
を
助
け
よ
と
い
う
要
請
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
次
の
よ
う

な
言
葉
が
續
け
ら
れ
る
。



京
辟
雍
儀
禮
の
特
質
と
歷
史
的
役
割
（
下
）

六
六

王
曰
、
父
皚
、
今
余
唯
𤕌
先
王
命
、
命
女
亟
一
方
、
悪
我
邦
我
家
、
毋
顀
于
政
、

勿

庶
□
𧵒
、
毋
敢
龔
㯱
、
龔
㯱
廼

鰥
寡
、
善
效
乃
友
正
、
毋
敢
湛
于
酉
、

女
毋
敢
㒸
、
才
乃
服
、

夙
夕
、
敬
念
王
畏
不

、
女
毋
弗
帥
用
先
王
乍
明
井
、

俗
女
弗

乃
辟
圅
于

王
曰
、
父
皚
、
巳
、
曰
、
彶
𢆶
卿
事
寮
大
史
寮
、
于
父
卽
尹
、
命
女
、

𤔲
公

族
𩁹
參
有
𤔲
、
小
子
師
氏
虎
臣
𩁹
朕

事
、

乃
族
、
干
吾
王
身
、
取

卅

（
王
曰
く
、
父ほ

皚あ
ん

よ
。
今
余
こ
れ
先
王
の
命
を
緟つ

ぎ
、
汝
に
命
じ
て
一
方
に
亟き
み

と
し
、
我
が
邦
我
が
家
を
悪
お
ほ
いな
ら
し
む
。
汝
、
政
に
顀み
だ

る
る
こ
と
毋な

く
、
庶
□

の
貯
を
壅よ
う
れ
ん

す
る
こ
と
勿
れ
。敢
て
龔
き
よ
う

㯱は
う

す
る
こ
と
勿
れ
。龔
㯱
す
る
と
き
は
、

廼
ち
鰥く
わ
ん
か寡
を
や

ま
し
め
む
。
乃な
ん
ぢの
友
正
を
善
效
し
、敢
て
酒
に
湛し
づ

む
こ
と
毋
れ
。

汝
、
敢
て
墜お
と

さ
ず
、
乃な
ん
ぢの
服
に
在
り
て
、
夙
夕
を
つ
つ
し

み
、
王
畏
の
易や
す

か
ら
ざ

る
を
敬
念
せ
よ
。
汝
、先
王
の
作
り
た
ま
へ
る
明
刑
を
帥そ
つ
よ
う用
せ
ざ
る
こ
と
毋
れ
。

汝
の
、
乃な

ん
ぢの
辟き
み

を
以
て
艱か
ん

に
圅い

れ
ざ
ら
む
こ
と
を
欲
す
。

　

王
曰
く
、
父
皚
よ
。
巳あ

あ

。
曰
は
く
、
茲こ

の
卿
事
寮
・
大
史
寮
に
彶
い
ま
し
め
、
父ほ

に

于お
い

て
卽
き
て
尹た
だ

さ
し
め
よ
。
汝
に
命
じ
て
、

せ
て
公
族
と
參さ
ん

有い
う

𤔲し

、
小
子
・

師
氏
・
虎
臣
と
、
朕
が

せ
つ
じ事
と
を
𤔲お
さ

め
し
む
。
乃
の
族
を
以ひ
き

い
て
、
王
の
身
を

か
ん
ご

せ
よ
。ち
よ
う

三
十
鍰く
わ
んを
取
ら
し
む
。）

こ
こ
は
拙
著
『
西
周
王
朝
論
《
話
體
版
》』
で
も
取
り
上
げ
た
箇
所
で
あ
る
が（

4
）、

今
回

京
關
係
の
銘
文
を
ま
と
め
て
讀
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
氣
付
い
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、そ
の
點
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
他
の
銘
文
に
施
し
た
よ
う
に《
毛

公
鼎
》
の
こ
の
箇
所
に
も
譯
讀
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

【
譯
讀
】

王
の
言
葉
が
續
く
。
父
皚あ

ん

よ
。
今
余
〔
王
〕
は
先
王
で
あ
る
文
王
武
王
の
授
け

ら
れ
た
天
命
を
繼
承
し
た
が
、今
回
は
特
に
天
子
と
し
て
、汝
に
對
し
て
一
方
（
一

つ
の
方
域
）
の
君
と
し
て
そ
の
地
を
治
め
る
こ
と
を
命
ず
る
。
我
が
邦
と
わ
が
家

の
勢
威
を
大
い
に
盛
ん
に
せ
よ
。
ま
た
、
汝
は
政
事
に
お
い
て
は
愼
み
深
く
行
な

い
、
庶
民
の
蓄
え
を
妨
げ
た
り
、
搾
取
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
ま
た
、

敢
て
一
律
に
課
税
し
た
り
、
貧
富
の
別
な
く
賦
貢
を
徵
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
。
も
し
も
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
負
擔
能
力
の
な
い
者
に
と
っ
て
は
殘

酷
な
仕
打
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
汝
の
下
僚
を
良
い
方
向
に
導
き
、
酒
に

溺
れ
る
こ
と
な
ど
な
き
よ
う
に
せ
よ
。
そ
し
て
余
が
授
け
ら
れ
た
天
の
大
命
が
失

墜
す
る
こ
と
の
な
き
よ
う
に
望
む
。
汝
の
職
事
を
保
ち
、
つ
つ
し
ん
で
祭
事
を
行

な
い
、
王
の
權
威
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
よ
。
汝
は
、
先
王
の

作
り
た
ま
え
る
明
刑
を
そ
の
ま
ま
引
き
續
き
用
い
よ
。
汝
が
、
汝
の
主
君
〔
王
〕

を
艱
難
に
陷
れ
る
こ
と
の
な
き
よ
う
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

王
の
言
葉
が
さ
ら
に
續
く
。
父
皚
よ
。
こ
の
卿
事
寮〔
行
政
系
統
〕・
大
史
寮〔
祭

祀
官
系
統
〕
の
職
事
に
お
い
て
自
ら
戒
め
つ
つ
し
み
、
父
〔
汝
〕
の
監
督
指
導
に

從
わ
し
め
よ
。
ま
た
汝
に
命
じ
て
、
兼
務
職
と
し
て
、
公
族
・
參
有
司
の
小
子
・

師
氏
・
虎
臣
と
、
朕
の

事
と
を
治
め
し
む
る
。
汝
の
族
人
を
率
い
て
親
衞
隊
と

し
、
王
の
身
を
護
衞
せ
よ
。
そ
の
報
償
を
與
え
る
。（
以
下
報
償
の
賜
與
物
が
列

擧
さ
れ
る
が
、
今
は
省
略
に
從
う
。）

【
考
釋
】

こ
こ
で
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
の
は
引
用
箇
所
冒
頭
の
「
王
曰
、
父
皚
、
今
余

唯
𤕌
先
王
命
、
命
女
亟
一
方
、
悪
我
邦
我
家
」
で
、
特
に
「
命
女
亟
一
方
」
の
部

分
で
あ
る
。
こ
の
「
一
方
」
と
い
う
語
は
金
文
で
は
他
に
用
例
の
な
い
語
で
語
義

を
確
定
し
に
く
い
の
だ
が
、白
川
靜
は
「
一
方
面
の
意
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

六
七

一
方
面
で
は
分
か
り
に
く
い
が
、
か
な
り
大
き
い
一
定
程
度
の
規
模
を
も
つ
地
域

を
指
す
言
葉
で
あ
ろ
う
。「
●
方
」
と
い
う
語
は
、
甲
骨
文
で
は
殷
王
朝
と
は
獨

立
し
て
い
た
方
外
の
部
族
を
指
す
場
合
に
用
い
ら
れ
、
土
方
や

方
・
召
方
な
ど

の
例
が
あ
る
。
こ
う
し
た
語
例
を
勘
案
す
れ
ば
、
一
つ
の
部
族
が
集
住
で
き
る
ほ

ど
の
規
模
を
も
つ
方
域
と
で
も
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
て
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
ま
た
場
所
的
な
位
置
と
し
て
の
「
方
」
に
は

中
央
か
ら
見
て
遠
方
と
い
う
意
も
含
ん
で
い
る
の
で
、
國
の
中
心
地
か
ら
は
か
な

り
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
場
所
に
あ
る
「
一

つ
の
方
域
」
の
「
亟き

み

」
に
任
命
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
亟
」
は
後
に
「
極
」

と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、「
君
」
の
意
で
あ
る
。
君
の
意
を
示
す
語
に
は
他

に
「
辟
」
が
あ
り
、
金
文
で
は
「
辟
」
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
辟
と
は
一

應
の
區
別
が
あ
る
と
考
え
て
、
そ
の
地
域
の
最
高
位
た
る
も
の
を
示
す
語
と
捉
え

て
お
く
。
王
朝
の
中
で
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
「
一
方
」
の
最
高
責
任
者
、
あ
る
い

は
最
高
位
に
あ
る
監
理
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「

京
」
の
變
遷
が
示
す
西
周
中
期
後
半
以
降
の

狀
況
と
符
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
「

京
」
は
中
期
後

半
以
降
は
「

」
と
呼
ば
れ
、
周
公
一
族
が
そ
の
監
理
者
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
銘
文
か
ら
見
て
と
れ
た
。
そ
し
て
岐
山
縣
出
土
と
さ
れ
る
も
の
の
、
具
體

的
な
出
土
地
に
な
る
と
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
《
毛
公
鼎
》
と
《
天
亡

》
の
銘
文

の
內
容
が
、

京
と
い
う
土
地
の
特
質
と
密
接
な
關
係
が
あ
る
こ
と
に
思
い
至
る

の
で
あ
る
。

Ｄ　

後
期
…
…
「

」

〔
召
公
一
族
の
閒
で
お
き
た
土
地
の
管
理
權
を
め
ぐ
る
裁
判
の
內
容
を
記
錄
し
た

も
の
〕

㉑
六
年
琱
生
　

集
成
４
２
９
３　
﹇
通
釋
一
九
五
﹈　

殷
系
氏
族
（
召
公
系
）

隹
六
年
四
月
甲
子
、
王
才

、
𥃝
白
虎
告
曰
、
余
告
慶
、
曰
、
公
厥
稟
貝
、
用

獄
𧧒
、
爲
白
又
祗
又
成
、
亦
我
考
幽
白
幽
姜
令
、
余
告
慶
、
余

邑
訊
有
𤔲
、
余

典
勿
敢
封
、
今
余
旣
訊
、
有
𤔲
曰
、
虻
令
、
今
余
旣
一
名
典
獻
、
白
氏
則
報
璧
、

琱
生
對
揚
朕
宗
君
其
休
、
用
乍
朕
剌
且
𥃝
公
嘗

、
萬
年
、
子
々
孫
々
、
寶
用
享

于
宗（

隹
六
年
四
月
甲
子
、
王
、
に
在
り
。
𥃝せ

う

伯
虎
告
げ
て
曰
く
、
余
、
慶
を
告
ぐ
。

曰
く
、
公
の
稟う

け
た
る
貝
は
、
用
て
獄ご
く

𧧒せ
き

と
せ
り
。
爲
伯
に
祗つ
つ

し
め
る
有
り
、

成
有
り
。
亦
我
が
考ち
ち

幽
伯
幽
姜
の
令
し
た
ま
へ
る
ま
ま
な
り
。
余
、慶
を
告
ぐ
。

余
、
邑
を
以
て
有
𤔲
に
訊つ

げ
た
り
。
余
、
典
し
て
、
敢
へ
て
封
ず
る
こ
と
勿な

し
。

今
余
、
旣
に
訊
げ
た
り
と
。
有
𤔲
曰
く
、
令
を
虻

あ
き
らか
に
せ
り
と
。
今
余
、
旣
に

一
名
し
て
典
獻
す
。
伯
氏
則
ち
璧
を
報
じ
た
ま
へ
り
。
琱て

う

生
、
朕
が
宗
君
の
休

に
對
揚
し
て
、
用
て
朕
が
烈
祖
𥃝
公
の
嘗し

や
う
き

を
作
る
。
萬
年
な
ら
む
こ
と
を
。

子
々
孫
々
、
寶
用
し
て
宗
に
享
せ
よ
。）

【
譯
讀
】

〔
短
い
文
章
の
中
で
場
面
が
次
々
に
轉
換
さ
れ
る
た
め
非
常
に
分
か
り
に
く
い
の

で
、
最
初
に
概
略
を
記
し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
取
り
敢
え

ず
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
譯
す
こ
と
を
心
が
け
る
〕

そ
れ
は
六
年
四
月
甲
子
の
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
王
は

の
地
に
あ
ら
せ
ら
れ

た
。先
ず
𥃝
白
虎
殿
の
方
か
ら
王
に
良
き
報
告
と
し
て
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
。
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八

「（
そ
ち
ら
に
い
る
）
公
（
琱
生
）
が
賜
わ
っ
た
貝
が
訴
訟
の
手
續
き
を
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
審
判
は
先
般
、
爲
白
殿
に
よ
っ
て
嚴
肅
に
執
り

行
な
わ
れ
、つ
つ
が
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

わ
が
亡
父
幽
白
・
亡
母
幽
姜
の
願
い
が
か
な
い
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
も
う
一
つ
良
き
報
告
が
あ
り
ま
す
と
申
し
出
て
、
今
度
は
琱
生
（
私
）

の
方
か
ら
王
に
、
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
。「
有
𤔲
殿
に
す
で
に
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
わ
が
邑
の
管
理
權
を
（
そ
こ
に
お
ら
れ
る
）
𥃝
伯
虎
殿
に

お
讓
り
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
記
錄
す
る
こ
と
は
致
し
ま
す
が
、

標
識
を
立
て
る
こ
と
ま
で
は
致
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
有
𤔲
殿
に
申
し
上
げ
ま
し
た
時
に
、
有
𤔲
殿
は
次
の
よ
う
に
仰

せ
ら
れ
ま
し
た
。「（
今
汝
が
申
し
た
）
故
人
の
遺
命
を
は
っ
き
り
と
銘
記
し
た
も

の
を
王
室
に
獻
呈
す
る
が
よ
い
」
と
。

こ
う
し
て
𥃝
伯
殿
が
璧
を
報
じ
て
こ
の
度
の
訴
訟
の
こ
と
が
終
了
し
た
。

私
・
琱
生
は
、
わ
が
宗
君
（
本
家
）
た
る
𥃝
伯
虎
殿
の
ご
厚
情
に
對
し
て
、
記

念
に
わ
が
烈
祖
た
る
𥃝
公
の
祭
器
を
作
る
の
で
あ
る
。
こ
の
祭
器
を
子
々
孫
々
に

い
た
る
ま
で
末
永
く
本
宗
の
祭
事
に
用
い
よ
。

【
考
釋
】

こ
れ
も
裁
判
の
審
判
の
文
言
を
記
錄
し
た
銘
文
。
作
器
者
の
琱
生
の
烈
祖
が
𥃝

公
で
あ
り
、本
家
（
宗
君
）
が
𥃝
伯
虎
（
召
伯
虎
）
と
い
う
關
係
に
な
っ
て
い
る
。

召
公
一
族
の
閒
で
起
き
た
訴
訟
を
記
錄
し
た
銘
文
が
、
子
々
孫
々
に
い
た
る
ま
で

祖
祭
の
時
に
唱
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
一
族
內
で
か
つ
て
起
き
た
紛

爭
の
概
略
と
審
判
の
內
容
と
が
は
っ
き
り
し
た
形
で
傳
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

【
特
記
事
項
】

1
、
作
器
者
の
琱
生
は
召
公
の
子
孫
で
殷
系
氏
族
。

2
、
と
も
に
召
公
一
族
に
屬
す
る
𥃝
伯
虎
と
琱
生
と
の
閒
で
起
き
た
、
訴
訟
裁

判
の
審
判
の
文
言
を
記
錄
し
た
銘
文
。

3
、
裁
判
は

の
地
で
行
な
わ
れ
た
。

〔

の

官
な
ど
の
監
理
者
に
任
命
す
る
も
の
〕

㉒
楚
　

集
成
４
２
４
６
〜
４
２
４
９

隹
正
月
初
吉
丁
亥
、
王
各
于
康
宮
、
仲

父
內
又
楚
、
立
中
廷
、
內
史
尹
氏
册

命
楚
、
赤

市
、

旂
、
取

五

、
𤔲

官
・
內
師
舟
、
楚
敢
拜
手
𩒨
首
、

揚
天
子
不
顯
休
、
用
乍

、
其
子
々
孫
々
、
萬
年
永
寶
用

（
隹
正
月
初
吉
丁
亥
、
王
、
康
宮
に
格
る
。
仲

ほ
う

父
、
內い

り
て
楚
を
右た
す

け
、
中

廷
に
立
つ
。
內
史
尹
氏
、
楚
に
册
命
す
〔
た
ま
も
の
は
〕
赤
黼ほ

市ふ
つ
・
鑾
旂
な
り
。

ち
や
う

五
鍰く
わ
んを
取
ら
し
め
、

の
ひ

官
・
內
師
舟
を
𤔲
つ
か
さ
どら
し
む
。
楚
敢
て
拜
手
稽

首
し
、天
子
の
丕
顯
な
る
休
に

揚
し
て
、用
て

を
作
る
。其
れ
子
々
孫
々
、

萬
年
ま
で
永
く
寶
用
せ
よ
。）

【
譯
讀
】

そ
れ
は
正
月
の
第
一
週
丁
亥
の
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
王
が
康
宮
に
赴
か
れ
册

命
式
が
行
な
わ
れ
た
。
式
の
次
第
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
稱
揚
さ
れ
る
楚
〔
人

名
〕
の
介
添
人
で
あ
る
仲

父
が
楚
と
と
も
に
門
か
ら
入
っ
て
所
定
の
位
置
で
あ

る
中
廷
に
立
っ
た
。（
王
が
內
史
尹
氏
を
呼
び
）
楚
に
册
命
を
さ
せ
た
。
賜
物
は

赤
黼
市
、
鑾
旂
。
さ
ら
に

五
鍰
も
取
ら
せ
た
。
任
命
さ
れ
た
職
務
は

の

官
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六
九

と
內
師
舟
の
監
理
で
あ
る
。
楚
は
愼
み
深
く
儀
禮
作
法
に
從
っ
て
額
ず
き
、
天
子

の
あ
り
が
た
く
も
神
々
し
き
賜
物
に
應
え
て
、
こ
の
祭
器
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
子
々
孫
々
、
萬
年
に
い
た
る
ま
で
永
く
祭
器
と
し
て

祖
祭
に
用
い
よ
。

【
考
釋
】

楚
〔
人
名
〕
の
任
務
が

の

官
と
內
師
舟
の
管
理
だ
と
い
う
。

は
都
に
對

す
る
語
で
經
營
的
な
農
地
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に

が
中
心
地
か
ら
離

れ
た
所
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。
か
つ
て
儀
禮
が
盛
ん
に

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
過
去
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

【
特
記
事
項
】

楚
〔
人
名
〕
が
任
命
さ
れ
る
職
務
が

の

官
と
內
師
舟
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【

京
關
係
銘
文
の
後
期
の
小
整
理
】

こ
れ
ら
の
銘
文
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
は
、

が
中
期
後
半
か
ら
引
き
續
き

裁
判
の
行
な
わ
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。し
か
も
主
從
の
閒
で
の
裁
判（
中

期
後
半
の
𠑇

）
や
同
族
閒
で
の
裁
判
と
い
う
、
か
な
り
小
振
り
の
裁
判
が
行
な

わ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
そ
し
て
王
朝
儀
禮
と
思
わ
れ
る
重
要
な
祭
儀
が
行
な
わ

れ
た
場
所
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
、
一
層
助
け

る
よ
う
な
內
容
に
な
っ
て
い
る
銘
文
が
㉒
《
楚

》
で
あ
る
。
こ
の
銘
文
か
ら
は

農
地
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
地
の
姿
が
浮
か
ん
で
く

る
。後
期
の

關
係
の
銘
文
が
現
時
點
で
は
こ
の
二
器
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
、

京
の
歷
史
的
な
役
割
を
終
え
た
樣
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

三　

京
の
役
割
の
變
遷

西
周
時
代
の
前
期
か
ら
後
期
ま
で
の
時
期
毎
の
特
徵
を
「
小
整
理
」
の
形
で
整

理
し
て
お
い
た
が
、
論
文
そ
の
も
の
が
長
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
體
と
し
て
把

握
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
ま
と
め
直
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

﹇
1
﹈

京
關
係
の
靑
銅
器
の
作
者
は
全
期
を
通
し
て
殷
系
氏
族
が
多
い
が
、
と

り
わ
け
前
期
か
ら
中
期
前
半
ま
で
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
現
象
が
見
ら

れ
る
。
作
器
者
が
殷
系
氏
族
で
な
い
場
合
に
は
周
公
一
族
が
作
者
で
あ
る

場
合
が
多
い
と
い
う
の
も
注
目
す
べ
き
點
で
あ
る
。
後
期
に
な
っ
て
殷
系

氏
族
の
作
器
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
、

京
と
い
う
空
閒
の
性
格
が
變

化
し
た
こ
と
と
、
殷
系
氏
族
が
西
周
王
朝
の
中
に
定
着
し
た
こ
と
と
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

﹇
2
﹈
前
期
に
は
殷
の
大
祭
を
殷
系
氏
族
の
集
住
す
る
成
周
で
行
な
う
よ
う
、
周

王
が
命
令
を
發
し
て
い
る
。
そ
の
命
令
を
發
す
る
場
所
が

京
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、

京
と
い
う
空
閒
と
し
て
の
役
割
、
す
な
わ
ち
殷
周
雙
方
の
氏

族
を
繋
ぐ
接
點
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

國
家
規
模
の
儀
禮
が
、
宗
周
・

京
・
成
周
の
順
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の

も
そ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ふ
り
か
え
っ
て
み
れ
ば
、
克

殷
直
後
の
國
家
儀
禮
の
樣
子
を
記
し
た
《
天
亡

》
の
「
衣
祀
」
が
そ
の

始
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
改
め
て
合
點
が
い
く
の
で
あ
る
。

﹇
3
﹈
中
期
前
半
で
は
、

京
で
行
な
わ
れ
る
周
王
主
宰
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
祭
儀

に
お
い
て
殷
系
氏
族
が
奉
仕
し
て
い
る
。
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﹇
4
﹈
中
期
後
半
に
な
る
と
、「

京
」
で
は
な
く
「

」
と
呼
ば
れ
、「

」
の

地
が
周
公
一
族
の
監
理
下
に
入
っ
た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
《
毛
公
鼎
》
の
銘
文
に
記
さ
れ
た
「
命
女
亟
一
方
」
と
も
符
合
す
る
。

﹇
5
﹈
中
期
後
半
に
な
る
と
、「

」
の
地
で
裁
判
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
後
期
に
も
引
き
繼
が
れ
る
。

﹇
6
﹈
以
上
の
こ
と
は
、
中
期
後
半
か
ら
王
朝
の
儀
禮
の
中
心
が
鎬
京
に
移
っ
た

こ
と
と
符
合
す
る
。

四　

京
の
地
に
つ
い
て

京
關
係
の
銘
文
を
一
通
り
讀
ん
で
き
て
、
そ
の
場
所
を
特
定
で
き
る
も
の
な

ら
特
定
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
く
の
は
誰
し
も
當
然
の
こ
と
だ
が
、
說
得
力
の

あ
る
根
據
を
擧
げ
た
上
で
推
定
し
た
先
行
論
文
が
一
篇
も
な
い
の
が
現
狀
で
は
あ

る
ま
い
か
。
具
體
的
な
名
前
を
一
々
擧
げ
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、

京
の
地

を
推
定
す
る
方
法
と
い
っ
て
も
、
相
似
た
地
名
を
探
し
て
き
た
り
、

京
と
い
う

地
名
の
記
さ
れ
た
靑
銅
器
が
新
し
く
發
見
さ
れ
る
と
、
そ
の
度
に
そ
の
靑
銅
器
が

出
土
し
た
地
が
そ
の
附
近
で
は
な
い
か
と
考
え
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
そ
の
も
の
に
甚
だ
心
許
な
い
も
の
が
あ
る
。
私
が
こ
こ
で
提
示
す
る
の

も
一
つ
の
試
案
に
過
ぎ
な
い
が
、
推
定
す
る
根
據
を
示
し
て
お
く
の
は
、
今
後
こ

の
問
題
を
考
え
る
上
で
少
し
は
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
、
私

自
身
の
覺
書
の
つ
も
り
で
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

京
と
い
う
名
稱
に
つ
い
て
も
後
ほ
ど
私
案
を
提
示
す
る
が
、
重
要
な
こ
と
は

京
で
何
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は

京
が
王
朝
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
か
、
と
い
う
役

割
や
機
能
の
面
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
？　

そ
う
し
た
角
度
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
恩
師
白
川
靜
が
す
で
に
一
つ
の
道
を
つ
け
て
い
た
の

で
、本
稿
は
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
更
に
掘
り
下
げ
る
方
向
で
進
め
て
き
た
。

先
ず
は
、

京
の
具
體
的
な
場
所
を
推
定
す
る
た
め
の
材
料
を
次
に
列
擧
し
て
み

た
い
と
思
う
。

１　

京
と
い
う
地
の
役
割
と
變
遷
と
い
う
側
面
か
ら
の
材
料

1
、
西
周
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
前
半
ま
で
の
閒
、
辟
雍
を
中
心
に
樣
々
な
祭
祀

儀
禮
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、中
期
後
半
以
降
は
そ
の
役
割
を
終
え
、

新
し
く
建
設
さ
れ
た
鎬
京
の
方
に
そ
の
役
割
を
讓
っ
た
。

2
、
當
初
の
役
割
を
終
え
た
後
、

京
は
そ
の
名
も

と
な
り
、
全
く
性
格
の
異

な
る
土
地
に
姿
を
變
え
た
。

3
、

と
い
う
土
地
自
体
が
周
公
一
族
の
監
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
采
邑

の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

２　

京
を
周
公
廟
遺
址
に
比
定
す
る
理
由

1
、
周
公
廟
遺
址
が
發
見
さ
れ
た
當
初
は
、
墓
道
を
四
本
具
え
た
大
墓
が
發
見
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
西
周
王
朝
の
王
陵
で
は
な
い
か
と
騷
が
れ
た
が
、
出
土
し

た
文
物
の
整
理
が
進
む
に
つ
れ
て
、
周
公
の
采
邑
で
あ
ろ
う
と
い
う
說
に
收

束
し
つ
つ
あ
る
。
發
掘
狀
況
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
改
め
て
整
理
す
る
。

2
、
周
公
廟
遺
址
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
《
毛
公
鼎
》
と

《
天
亡

》
に
は
、

京
に
關
わ
る
重
要
な
內
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。《
毛
公

鼎
》
と
《
天
亡

》
の
銘
文
に
つ
い
て
は
す
で
に
具
體
的
に
見
て
は
い
る
が
、
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こ
の
標
記
の
觀
點
か
ら
改
め
て
整
理
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
る
。

3
、《
毛
公
鼎
》
に
記
さ
れ
た
「
命
汝
亟
一
方
」
は
、
王
命
に
よ
り
、
周
公
一
族

の
毛
公
が

京
の
最
高
責
任
者
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
文
言
で
あ

る
。

4
、
克
殷
直
後
に
作
ら
れ
た
《
天
亡

》
の
銘
文
に
は
、
周
の
祭
祀
で
あ
る
天
室

の
祭
儀
だ
け
で
な
く
、
殷
の
祭
祀
で
あ
る
衣
祀
も
行
な
わ
れ
、
殷
系
氏
族
を

西
周
王
朝
內
に
迎
え
入
れ
る
意
味
を
も
つ
儀
禮
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
讀
み

取
れ
る
。
こ
れ
は

京
で
行
な
わ
れ
た
祭
儀
の
性
格
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ

り
、
そ
の
先
蹤
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

5
、
周
公
廟
遺
址
か
ら
發
見
さ
れ
た
大
型
建
築
遺
址
は
殷
末
か
ら
西
周
中
期
前
半

ま
で
の
も
の
で
、

京
關
係
の
銘
文
の
分
析
か
ら
讀
み
取
れ
る

京
の
歷
史

的
變
遷
と
一
致
す
る
。

6
、

京
あ
る
い
は

と
い
う
地
名
が
示
す
地
理
的
な
條
件
が
周
公
廟
遺
址
の
そ

れ
と
か
な
り
重
な
る
面
が
あ
る
と
い
う
點
も
擧
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
項
に
考
察
す
る
。

３　
「

京
」
あ
る
い
は
「

」
と
い
う
地
名
に
つ
い
て

「

」
と
い
う
地
名
は
文
獻
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
字
形
と
音
と

の
兩
面
か
ら
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。「

」字
形
は
鎬
京
の
鎬
を
示
す「
蒿
」

字
形（
周
原
甲
骨
に
二
例
見
え
る（

5
））と
相
似
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
の「
蒿
」

は
「
高
」
の
上
に
「
⺿
」
字
形
を
加
え
た
形
で
あ
る
。
音
は
高
の
音
「
コ
ウ
」
で

あ
ろ
う
。「
⺿
」
は
元
々
人
の
住
ま
な
か
っ
た
草
深
き
原
野
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
王
朝
の
重
要
な
大
型
建
築
物
や
人
が
住
む
た
め

の
住
居
を
新
た
に
建
設
す
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
土
地
を
開
拓
し
た
と
い
う
經

緯
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
字
形
か
ら
の

推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
う
し
た
遷
都
に
到
る
經
緯
は
古
代
日
本
の
ミ
ヤ
コ
建
設

の
場
合
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「

」
字
形
の
場
合
は
、や
は
り
草
深
き
原
野
を
開
拓
し
た
と
い
う
點
で
は
「
蒿
」

と
一
致
し
て
い
る
が
、
上
下
の
「
⺿
」
字
形
の
閒
に
「

（
方
）」
と
「

」
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
方
」
は
甲
骨
文
で
は
、「

方
」
や
「
盂
方
」
な
ど
の
よ
う
に
、

殷
王
朝
に
從
わ
な
い
獨
立
性
の
強
い
方
國
（
部
族
）
を
呼
ぶ
時
に
用
い
ら
れ
た
が
、

元
々
「
外
方
・
邊
境
」
の
意
味
合
い
が
あ
る
。
そ
し
て
「

」
字
形
は
、「『
令
』

字
論
序
說（

6
）」
で
具
體
的
な
用
例
を
擧
げ
て
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
禮
冠
な
ど

で
は
な
く
、
王
が
命
令
を
發
す
る
場
所
で
あ
る
「
朝
堂
」
の
よ
う
な
空
閒
を
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
に
示
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
ミ
ヤ
コ
な
ど
の
中

心
部
か
ら
か
な
り
離
れ
た
所
に
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
も
王
命
を
發
し
た
り
、
儀

禮
を
行
な
っ
た
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
字
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
條
件
を
滿
た
す
土
地
と
い
え
ば
、
周
原
も
候
補
と
し
て
擧
げ
ら

れ
な
く
も
な
い
が
、
周
原
は
地
勢
的
に
見
て
「
外
方
・
邊
境
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
な
く
、
周
原
か
ら
見
た
周
公
廟
遺
址
の
方
が
む
し
ろ
ぴ
っ
た
り
當
て
は
ま
る
。

そ
れ
に
「
周
原
」
は
周
と
い
う
原
野
を
意
味
す
る
語
で
は
な
く
、「
周
の
源
」
す

な
わ
ち
周
發
祥
の
地
を
示
す
地
名
で
あ
っ
て
、「
原
」
の
原
義
は
そ
の
初
文
「
𠫐
」

が
示
す
よ
う
に
「
源
」
で
あ
る
。
そ
の
周
原
を
起
點
と
し
て
後
に
「
宗
周
」
が
で

き
、
更
に
殷
の
殘
存
勢
力
を
住
ま
わ
せ
る
「
成
周
」
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
金
文
の
中
に
出
て
來
る
「
周
」
と
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い
う
地
名
は
、
や
は
り
「
宗
周
」
と
同
地
で
は
な
く
、「
周
原
」
の
地
を
示
す
も

の
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
周
」
か
ら
見
て
北
へ
三
〇
㎞

の
距
離
に
あ
る
周
公
廟
遺
址
は
、「
周
」
か
ら
北
行
し
て
長
い
緩
や
か
な
傾
斜
を

何
時
閒
も
上
っ
て
行
っ
て
初
め
て
辿
り
着
く
山
麓
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
地
を
懷
に
し
た
鳳
凰
山
の
遙
か
向
こ
う
に
は
岐
山
山
脈
が
東
西
に
廣
が
っ
て
い

る
と
い
っ
た
地
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

４　

宗
周
・
周
原
・
周
公
廟
・
成
周
の
距
離
と
日
數

周
公
廟
遺
址
の
こ
と
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
の
に
、
水
を
差
す
よ
う
な
感
じ
に

な
る
が
、
場
所
を
比
定
す
る
上
で
無
關
係
で
は
あ
り
え
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
こ

こ
で
言
及
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
前
期
の
「

京
」
關
係
の
銘
文
で
は
、
例
え

ば
②
士
上

の
銘
文
に
「
隹
王
大
龠
于
宗
周
、

京
年
、
才
五
月
、
旣
望

辛
酉
、
王
令
士
上

史
寅
、

于
成
周
、

百
生
彘
、

賞

・
鬯
・
貝
、
用
乍

父
癸
寶

彝
、
臣
辰
册

」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
祭
祀
儀
禮
の
場
が
「
宗
周
」

か
ら
「

京
」
に
移
動
し
た
り
、
あ
る
い
は
「

京
」
か
ら
更
に
「
成
周
」
へ
と

移
動
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
銘
文
が
あ
る
の
は
す
で
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

短
い
銘
文
の
中
で
連
續
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
一
氣
に
移
動
し
た
か
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
た
め
、
も
う
そ
の
日
の
う
ち
に
移
動
を
終
え
て
し
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
錯
覺
が
起
き
る
が
、「
宗
周
」
で
の
大
祭
を
行
な
っ
た
後
、
直
ち
に

京
に

赴
き
、
そ
の
日
の
内
に
ま
た

と
い
う
大
祭
を
行
な
う
な
ど
到
底
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
る
。
で
は
實
際
に
は
ど
の
く
ら
い
の
日
數
を
要
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？　

口
頭
言
語
の
時
代
で
あ
る
か
ら
記
錄
も
な
く
計
算
の
し
よ
う
が
な
い
と
は
い
う
も

の
の
、
あ
る
程
度
は
推
測
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
際
一
つ
の
目
安
を
作
っ

て
お
き
た
い
。

今
參
考
に
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
測
っ
て
み
る
と
、
西
安
の
宗
周
（
西

安
豐
鎬
遺
址
）
と
陝
西
省
岐
山
縣
の
周
原
遺
址
と
の
距
離
は
一
〇
六
・
九
㎞
と
出

る
。
あ
く
ま
で
概
算
で
あ
る
。
一
〇
㎞
程
度
の
誤
差
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
便

宜
上
こ
の
數
値
を
用
い
る
。
ま
た
、
宗
周
（
西
安
豐
鎬
遺
址
）
と
成
周
（
洛
陽
王

城
公
園
）
と
の
距
離
は
三
七
七
・
二
㎞
と
出
る
。
八
〇
m
を
一
分
で
歩
く
と
か
、

時
速
四
㎞
と
か
で
計
算
す
る
の
は
比
較
的
近
距
離
の
場
合
で
あ
り
、
一
〇
〇
㎞
と

か
四
〇
〇
㎞
の
距
離
に
な
る
と
當
然
の
こ
と
な
が
ら
宿
泊
を
伴
う
。
王
朝
の
行
事

と
し
て
の
祭
祀
儀
禮
を
行
な
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
荷
物
も
多
く
、
多
人
數
に
よ
る

移
動
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
集
團
が
徒
歩
で
ど
の
く
ら
い
の
時
閒
を
か
け
て
移
動
し
た
の
か
を

算
出
す
る
場
合
に
參
考
に
な
る
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
江
戸
時
代
に

頻
繁
に
行
な
わ
れ
た
大
名
の
參
勤
交
代
に
要
し
た
日
數
と
、
古
代
律
令
時
代
に
お

い
て
、
朝
廷
か
ら
發
せ
ら
れ
た
文
書
が
地
方
行
政
府
に
屆
く
ま
で
に
要
し
た
日
數

で
あ
る
。
後
者
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
は
、
古
代
律
令
制
の
頃
の
「
出
雲
計

會
帳
」
が
あ
る（

7
）。
近
世
江
戸
時
代
の
資
料
と
古
代
藤
原
時
代
の
資
料
に
見
る
集

團
の
移
動
ペ
ー
ス
が
一
致
す
る
點
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

參
勤
交
代
に
つ
い
て
參
考
に
し
た
の
は
忠
田
敏
男
『
參
勤
交
代
道
中
記

│
加

賀
藩
史
料
を
讀
む（

8
）』
と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
「
參
勤
交
代
」
で
あ
る
。
藩
と
江

戸
の
道
中
の
距
離
は
、
兩
者
で
一
致
し
て
い
る
の
で
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
整
理
さ

れ
た
數
字
も
適
宜
用
い
た
。『
參
勤
交
代
道
中
記
』
は
單
な
る
道
中
記
で
は
な
く
、

參
勤
交
代
の
制
度
を
、
そ
の
季
節
・
行
列
の
人
數
・
行
列
の
編
成
・
通
る
街
道
・

宿
場
町
・
費
用
等
、
多
方
面
か
ら
そ
の
實
態
を
描
き
出
す
興
味
深
い
も
の
で
、
多
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人
數
の
長
距
離
移
動
に
伴
う
諸
問
題
を
具
體
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
代
中

國
の
こ
と
を
考
え
る
場
合
に
も
は
な
は
だ
有
益
で
あ
る
が
、
今
回
は
移
動
の
距
離

と
所
要
時
閒
と
の
關
係
と
い
う
面
で
の
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

東
海
道
五
十
三
次
は
一
二
三
里
（
四
九
二
㎞
）
で
、
普
通
一
三
日
の
旅
だ
っ
た

と
い
う
。
一
日
に
十
里
つ
ま
り
四
〇
㎞
の
距
離
を
歩
い
た
と
さ
れ
る
。
加
賀
藩
の

場
合
は
、
金
澤
か
ら
江
戸
ま
で
が
約
一
二
〇
里
（
四
八
〇
㎞
）
で
一
三
日
か
か
る

こ
と
が
最
も
多
く
、
そ
の
次
ぎ
に
多
か
っ
た
の
が
一
二
日
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
東
海
道
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
距
離
、
同
じ
日
數
で
、
一
日
に
十
里
と

い
う
の
が
一
般
的
な
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
平
均
し
た
日
數
で
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
三
日
と
か
四
日
と

か
餘
計
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
大
雨
に
遭
遇
し
た
り
、
洪
水
な
ど
の
た

め
に
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
で
あ
る
。

山
も
あ
り
谷
も
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
交
通
手
段
が
現
代
と
は
全
く
違

う
時
代
に
徒
歩
で
移
動
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
が
起

き
る
こ
と
も
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
一
日
に
約
四
〇
㎞

ほ
ど
歩
い
た
と
い
う
平
均
値
は
古
代
に
お
け
る
集
團
の
移
動
時
閒
を
算
出
す
る
場

合
に
は
非
常
に
參
考
に
な
る
の
で
あ
る
。
今
知
り
た
い
の
は
次
の
①
〜
③
の
所
要

日
數
で
あ
る
。

①
宗
周
・
周
原
閒
の
距
離
一
〇
六
・
九
㎞
。

②
宗
周
・
成
周
閒
の
距
離
三
七
七
・
二
㎞
。

③
周
原
・
周
公
廟
遺
址
の
距
離
二
九
・
八
㎞
。

②  

の
宗
周
・
成
周
閒
の
距
離
は
三
七
七
・
二
㎞
で
伊
達
家
・
仙
臺
藩
の
三
六
八

㎞
に
近
い
。
仙
臺
藩
一
行
の
所
要
日
數
は
大
體
八
〜
九
日
と
い
う
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
一
日
約
四
一
〜
四
六
㎞
歩
い
た
こ
と
に
な
る
。
お
お
よ
そ
九
日
か

か
る
と
し
て
お
こ
う
。
こ
の
要
領
で
①
・
③
も
計
算
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

①  

の
宗
周
・
周
原
閒
の
距
離
は
一
〇
六
・
九
㎞
。
一
日
四
〇
㎞
と
す
る
と
、
約

二
・
七
日
で
あ
る
か
ら
約
三
日
か
か
る
。

③  

の
周
原
・
周
公
廟
遺
址
の
距
離
は
二
九
・
八
㎞
。
一
日
四
〇
㎞
の
ペ
ー
ス
だ

と
四
分
の
三
日
の
計
算
に
な
る
。
ま
る
一
日
は
か
か
ら
な
い
が
、
到
着
後
何

か
催
し
事
を
行
な
え
る
餘
裕
は
な
い
。

次
ぎ
に
「
出
雲
計
會
帳
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
朝
廷
か
ら
發
令
さ
れ
た

文
書
が
出
雲
に
屆
け
ら
れ
る
の
に
要
し
た
日
數
で
あ
る
。
藤
原
時
代
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
藤
原
宮
跡
と
出
雲
國
府
跡
と
の
距
離
を
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
で
測
っ
て

み
る
と
三
二
二
㎞
と
出
る
。
宗
周
・
成
周
閒
の
三
七
七
・
二
㎞
と
の
差
は

五
五
・
二
㎞
で
、
件
の
歩
く
ペ
ー
ス
で
算
出
す
る
と
一
〜
二
日
程
度
の
違
い
に
な

る
。
藤
原
時
代
の
傳
送
所
要
日
數
は
緊
急
の
場
合
は
五
〜
七
日
、
一
般
の
官
省
符

な
ら
一
六
〜
一
七
日
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
距
離
を
參
勤
交
代
の
ペ
ー
ス
で

行
け
ば
八
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
參
勤
交
代
の
移
動
速
度
は
律
令
時
代
の
緊
急

の
傳
送
の
場
合
に
近
く
、
意
外
に
速
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
古
代
中
國
の
西
周

時
代
に
お
け
る
移
動
も
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
速
さ
で
移
動
し
た
も
の
と
推
測
し
て

お
い
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
上
に
見
た
大
集
團
の
移
動
速
度
を
適
用
し
た
數
字

を
算
出
し
た
日
數
を
整
理
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
宗
周
・
周
原
間
の
距
離
は
一
〇
六
・
九
㎞
で
三
日
（
二
・
三
〜
二
・
六
日
）。

・
宗
周
・
成
周
間
の
距
離
は
三
七
七
・
二
㎞
で
九
日
（
八
・
二
〜
九
・
二
日
）。
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七
四

・  

周
原
・
周
公
廟
遺
址
の
距
離
は
二
九
・
八
㎞
で
あ
る
か
ら
一
日
で
行
け
る
距

離
で
は
あ
る
。

５　

周
公
廟
遺
址
の
概
況

周
公
廟
遺
址
は
陝
西
省
岐
山
縣
に
屬
し
、
現
在
の
岐
山
縣
政
府
の
所
在
地
か
ら

だ
と
北
へ
約
七
㎞
と
、
比
較
的
近
い
距
離
に
あ
る
。
だ
が
同
じ
岐
山
縣
に
屬
す
る

と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
周
原
の
中
心
區
域
に
當
た

る
鳳
雛
村
の
周
原
遺
址
は
む
し
ろ
扶
風
縣
と
境
を

接
す
る
位
置
に
あ
る
た
め
、
周
公
廟
遺
址
ま
で
の

距
離
は
約
三
〇
㎞
ま
で
に
伸
び
る
。
周
原
遺
址
か

ら
周
公
廟
遺
址
を
目
指
し
て
徒
歩
で
行
け
ば
そ
の

日
の
う
ち
に
着
く
距
離
で
は
あ
る
が
、
移
動
す
る

だ
け
で
そ
の
日
は
終
わ
る
だ
ろ
う
。
京
都
を
例
に

と
れ
ば
、
京
都
御
所
か
ら
滋
賀
縣
の
三
上
山
や
湖

西
の
和
邇
ま
で
歩
い
て
行
く
距
離
に
相
當
す
る
。

周
公
廟
遺
址
は
そ
の
名
の
通
り
周
公
廟
附
近
一

帶
に
分
布
す
る
か
な
り
廣
範
圍
に
及
ぶ
遺
跡
で
あ

る
【
圖
版
1
】。
北
の
鳳
凰
山
を
遙
か
に
見
上
げ

る
非
常
に
緩
や
か
な
傾
斜
地
か
ら
始
ま
り
、
鳳
凰

山
麓
に
位
置
す
る
周
公
廟
を
內
包
し
な
が
ら
東
と

西
に
扇
狀
に
領
域
を
廣
げ
て
い
く
地
形
を
成
し
て

い
る
。
こ
の
遺
跡
を
東
西
に
三
分
す
る
形
で
走
っ

て
い
る
の
が
、
東
の
馬
尾
溝
と
西
の
大
殿
溝
と
呼

ば
れ
る
古
代
の
舊
河
道
で
あ
る
。
舊
河
道
は
東
北
方
向
か
ら
西
南
方
向
に
流
れ
て

い
る
の
で
、
東
西
に
三
分
す
る
と
い
っ
て
も
嚴
密
に
は
舊
河
道
の
流
れ
に
沿
う
形

で
あ
る
。

周
公
廟
遺
址
の
正
式
な
發
掘
報
告
が
今
だ
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
現
時
點
で
、

私
が
參
考
に
し
た
の
は
主
に
左
記
の
資
料
で
あ
る
。

1
、  

徐
天
進「
周
公
廟
遺
址
的
考
古
所
獲
及
所
思
」（「
文
物
）二
〇
〇
六
年
八
期
）圖版 1
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2
、  

周
原
考
古
隊
「
二
〇
〇
三
年
陝
西
岐
山
周
公
廟
遺
址
調
査
報
告
」（「
古
代

文
明
」
第
五
卷
。
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）

そ
の
後
の
發
見
で
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
斷
片
的
な
情
報
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
全
體
を
掌
握
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
だ
が
、
現
時
點
で
知
る
こ
と
の
で
き
る
範
圍
で
私
な
り
に
周
公
廟
遺
址

の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
出
し
て
み
た
い
と
思
う
。

考
古
學
的
に
陵
坡
墓
地
と
呼
ば
れ
る
山
の
傾
斜
地
で
大
型
墓
が
多
數
發
見
さ

れ
、
そ
の
中
一
〇
座
に
は
い
わ
ゆ
る
亞
字
形
を
成
す
四
本
の
墓
道
が
具
わ
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
發
見
當
初
に
は
王
陵
だ
と
大
い
に
騷
が
れ
た
の
だ
が
、
現
在
で
は
、

周
公
の
采
邑
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
に
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
。
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
卜
辭
に
「
周
公
」
の
名
が
數
件
見
え
た
り
、
あ
る
い
は
洛
陽
を
示
す
「
新
邑
」

の
名
が
見
え
た
り
、
西
周
前
期
の
周
公
東
征
に
出
て
來
る
「
薄
姑
」
の
名
が
見
え

た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
誰
も
が
自
然
に
連
想
す
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
だ
が
前
述

の
最
高
ク
ラ
ス
の
大
型
墓
や
そ
の
南
側
か
ら
發
見
さ
れ
た
大
型
建
築
基
址
と
の
關

係
を
說
明
す
る
手
掛
か
り
が
十
分
で
な
い
と
い
う
の
も
實
狀
の
よ
う
で
あ
る
。
こ

う
し
た
考
古
學
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
空
白
を
埋
め
る
の

が
、
同
時
代
の
銘
文
資
料
で
あ
る
が
、
今
は
上
記
の
資
料
を
參
考
に
し
な
が
ら
、

周
公
廟
遺
址
に
つ
い
て
概
觀
し
て
み
た
い
と
思
う
。

發
掘
の
對
象
と
さ
れ
て
い
る
周
公
廟
遺
址
の
規
模
は
南
北
約
二
二
〇
〇
m
、
東

西
約
一
七
〇
〇
m
で
、
面
積
約
三
七
〇
萬
㎡
で
あ
る
。
周
公
廟
は
そ
の
領
域
の
中

ほ
ど
に
位
置
し
て
い
る
。

周
公
廟
遺
址
で
居
住
遺
址
が
見
ら
れ
る
の
は
比
較
的
早
く
、
仰
韶
時
代
の
中
・

後
期
に
は
、山
の
前
面
の
傾
斜
地
の
北
部
に
居
住
遺
址
が
現
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

分
布
面
積
は
か
な
り
廣
い
と
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
歷
史
時
代
以
前
で
あ
る
か
ら
、

殷
周
時
代
と
直
接
の
關
係
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
人
が
住
み
始
め
た
歷
史
の
始

ま
り
で
あ
る
。
つ
い
で
龍
山
文
化
時
代
に
な
る
と
仰
韶
時
代
よ
り
も
そ
の
面
積
が

縮
小
す
る
と
の
こ
と
。

こ
の
土
地
で
居
住
遺
址
が
急
に
展
開
し
始
め
る
の
が
先
周
時
代
も
後
半
寄
り
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
殷
代
末
期
に
な
っ
て
人
口
が
增
え
始
め
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
殷
代
末
期
に
居
住
遺
址
が
增
え
る
と
い
え
ば
、
周
公
廟
遺
址
の
南

三
〇
㎞
に
位
置
す
る
周
原
を
連
想
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
周
原
の
場
合
『
詩
經
』
の

「
緜
」
篇
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
太
王
と
呼
ば
れ
る
古
公
亶
父
の
時
に
陝
北
の

地
か
ら
移
り
住
ん
だ
場
所
で
あ
り
、
殷
代
末
期
と
呼
ぶ
に
は
若
干
時
期
が
早
い
。

今
回
の
發
掘
結
果
を
見
て
も
周
原
と
周
公
廟
遺
址
と
の
先
後
關
係
は
明
ら
か
な
違

い
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
動
き
が
活
發
化
す
る
殷
代
最
末
期
の
文
王
の
時
か

ら
人
口
が
增
え
始
め
た
と
見
な
す
の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
A
）
卜
甲
が
見
つ
か
っ
た
場
所
と
そ
の
時
期

卜
甲
が
最
初
に
發
見
さ
れ
た
の
は
祝
家
巷
村
北（
周
公
廟
の
少
し
手
前
の
東
側
）

で
あ
っ
た
【
圖
版
2
の
Ｃ
10
地
點
】。
こ
の
卜
甲
の
發
見
が
周
公
廟
遺
址
全
體
の

發
掘
に
繋
が
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
こ
で
見
つ
か
っ
た

卜
甲
は
殷
代
末
期
の
も
の
で
あ
る
。そ
の
後
、廟
王
村
北
と
白
草
坡
墓
地
南
の
二
ヶ

所
か
ら
も
卜
甲
が
見
つ
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
少
し
後
の
西
周
前
期
の
も
の
で
あ

る
。
當
初
は
七
〇
〇
片
と
傳
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
も
增
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
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七
六

る
。
刻
辭
甲
骨
九
〇
片
餘
り
、
全
て
の
字
數
は
四
〇
〇
字
餘
り
と
い
う
の
も
當
初

の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
刻
字
三
〇
字
の
甲
骨
も
あ
る
と
い
う
。
刻
辭
の
內
容
に
つ
い

て
は
、
時
を
記
す
も
の
、
事
を
記
す
も
の
、
軍
事
等
の
方
面
な
ど
と
略
記
し
て
い

る
だ
け
な
の
で
、
多
少
は
想
像
力
が
刺
激
さ
れ
る
が
、
や
は
り
全
體
の
正
式
な
發

掘
報
告
が
刊
行
さ
れ
な
い
と
、
具
體
的
な
內
容
に
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
名
で
は
周
（
六
例
）、
新
邑
（
五
例
）、
商
（
二
例
）
や
薄
姑
等
が
見
え
、
人

名
で
は
「
周
公
」
の
名
が
七
件
あ
る
と
い
う
。
人
名
で
は
他
に
「
王
季
」「
文
王
」

「
畢
公
」「
大
保
」「
叔
鄭
」
な
ど
の
名
も
見
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
紹
介
さ

れ
た
單
語
單
位
の
情
報
は
報
告
者
に
よ
っ
て
選
擇
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
出
土
場

所
や
甲
骨
文
の
具
體
的
な
用
例
に
よ
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
變
わ
っ
て
く
る
の

で
、
安
易
に
解
釋
に
踏
み
込
め
な
い
狀
態
に
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
中
で
「
周
公
」

の
名
が
最
多
の
七
件
に
も
及
ぶ
點
と
、「
新
邑
」
が
五
例
も
見
え
る
點
に
は
注
目

し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
新
邑
」
と
は
文
獻
に
「
洛
邑
」
と
呼
ば
れ
る
地
で
、

成
王
の
時
に
殷
の
殘
存
勢
力
を
鎭
壓
し
天
下
一
統
を
實
現
し
た
後
に
、
洛
陽
に
建

設
さ
れ
た
副
都
で
あ
る
。
そ
の
東
側
に
は
成
周
と
い
う
殷
系
氏
族
が
集
住
す
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
成
周
を
統
治
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
成
周
の
具

體
的
な
位
置
に
つ
い
て
は
今
だ
に
確
定
的
な
こ
と
が
言
え
な
い
狀
態
で
は
あ
る

が
、
新
邑
た
る
洛
邑
と
成
周
と
が
隣
接
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
常
に
意
識
し
て
お
い

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
B
）
大
型
建
築
基
址
と
そ
の
時
期

大
型
建
築
基
址
（
い
わ
ゆ
る
宮
廟
で
あ
ろ
う
）
は
、
主
に
陵
坡
墓
地
の
西
南
に

集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
。
夯
土
基
址
の
範
圍
は
南
北
が
三
〇
〇
m
、
東
西
に

圖版 2
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九
〇
m
と
、
か
な
り
大
規
模
な
建
築
群
を
形
成
し
て
い
る
。
時
期
は
殷
末
か
ら
西

周
中
期
前
半
の
も
の
が
主
體
の
よ
う
だ
が
、
西
周
時
代
後
半
の
も
の
も
混
じ
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
大
型
建
築
基
址
の
時
期
は
、
西
周
中
期
の
陵

坡
墓
地
の
大
墓
の
時
期
と
重
な
る
時
期
も
少
し
あ
る
よ
う
だ
が
、
大
型
建
築
基
址

そ
の
も
の
は
西
周
中
期
後
半
か
ら
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
と
言
っ
て
良
い
よ
う

で
あ
る
。
發
掘
當
初
に
發
見
さ
れ
隨
分
話
題
に
な
っ
た
「
空
心
磚
・
條
形
磚
」
等

に
つ
い
て
は
、
建
築
史
と
い
う
觀
點
か
ら
興
味
深
い
話
題
で
あ
る
が
今
は
省
略
す

る
。
な
お
詳
細
は
未
發
表
で
あ
る
が
、
周
公
廟
遺
址
の
西
區
に
も
大
型
建
築
基
址

（
宮
廟
遺
址
）
が
分
布
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
C
）
大
型
墓
と
そ
の
時
期

大
型
墓
の
集
中
し
て
い
る
場
所
は
陵
坡
墓
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
主
に
西
周
中
期
以
降
の
も
の
だ
と
い
う
が
、
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
三
七

の
墓
葬
を
墓
道
の
數
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
四
本
の
墓
道
を
も
つ
も
の

│
一
〇
座
。

・
三
本
の
墓
道
を
も
つ
も
の

│
四
座

・
二
本
の
墓
道
を
も
つ
も
の

│
四
座

・
一
本
の
墓
道
を
も
つ
も
の

│
四
座

・
他
に
長
方
形
の
竪
穴
土
壙
ま
た
は
車
馬
坑
を
持
つ
墓
葬
が
一
五
座
あ
る
。

こ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
亞
字
形
を
形
づ
く
る
四
本
の
墓
道
を
も
つ
も
の
が
一
〇
座

に
も
上
る
の
は
や
は
り
目
を
惹
く
。
當
初
西
周
王
朝
の
王
陵
だ
と
騷
が
れ
た
の
も

肯
け
る
が
、
た
だ
、
そ
の
う
ち
西
周
時
代
の
亞
字
形
墓
一
八
號
を
發
掘
し
た
と
こ

ろ
盜
掘
穴
が
數
カ
所
も
あ
り
深
刻
な
盜
掘
に
遭
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
、
隨

葬
品
と
し
て
の
靑
銅
器
は
ほ
ぼ
全
滅
に
近
く
、
靑
銅
器
の
銘
文
に
よ
っ
て
墓
主
を

特
定
す
る
と
い
う
期
待
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
發
掘
の
收
穫
と
し
て
は
石
磬
が
二

點
出
土
し
た
點
を
擧
げ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
る
つ
る
に
磨
か
れ
た
石
磬
は
、
厚

さ
約
六
㎝
、
復
原
し
た
長
さ
は
一
m
前
後
で
、
西
周
時
代
の
石
磬
で
は
最
大
の
も

の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
石
磬
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
公
廟

遺
址
で
は
編
磬
や
編
鐘
を
竝
べ
た
か
な
り
大
が
か
り
な
祭
祀
儀
禮
が
行
な
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。編
鐘
も
お
そ
ら
く
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、盜
掘
に
よ
っ

て
持
ち
去
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
う
一
點
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
か
な
り
大
規
模
な
陵
坡
墓
地
を

取
り
圍
む
夯
土
壁
が
發
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
外
壁
は
東
・
西
・
北
の
三
面
に

築
か
れ
長
さ
一
五
〇
〇
m
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
南
面
だ
け
が
開
か
れ
て
冂
形
に

な
っ
て
い
る
。
墓
地
の
周
圍
を
こ
の
よ
う
な
形
の
外
壁
が
圍
む
例
は
他
に
な
い
た

め
、
一
つ
の
謎
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
地
形
は
卷
阿
と

呼
ば
れ
る
の
で
、
地
元
で
は
『
詩
經
』
の
大
雅
・
生
民
之
什
の
「
卷
阿
」
は
こ
の

地
を
歌
う
詩
篇
と
し
て
古
來
傳
え
ら
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
興
味
深
い
資

料
な
の
で
、「
參
考
」
資
料
と
し
て
文
末
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。「
卷
阿
」

に
歌
わ
れ
た
宗
敎
儀
禮
が
こ
の
地
で
行
な
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
詩
篇
の
意
味
を
理

解
す
る
上
で
も
、
周
公
廟
遺
址
と
い
う
地
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
、
非
常
に
參

考
に
な
る
の
で
あ
る
。

有
卷
者
阿　
　

卷け
ん

た
る
阿く
ま

有
り

飄
風
自
南　
　

飄へ
う

風ふ
う　

南
よ
り
す
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七
八

豈
弟
君
子　
　

豈
弟
の
君
子

來
游
來
歌　
　

來こ
こ

に
游
び　

來
に
歌
ふ

以
矢
其
音　
　

以
て
其
の
音
を
矢つ
ら

ぬ

﹇
私
譯
﹈

三
方
を　

尾
根
に
抱
か
れ

南
よ
り　

谷
風
ぞ
吹
く

穏
や
か
な　

わ
れ
ら
が
君
よ

楽
の
音
に　

歌
声
高
く

皇す
べ

神が
み

に　

今
ぞ
手
向
け
ん

（
D
）
そ
の
他
の
墓
葬

大
型
墓
に
話
題
が
集
中
す
る
の
は
當
然
の
こ
と
だ
が
、
中
型
墓
・
小
型
墓
で
分

か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
祝
家
巷
村
北
の
樊
村
墓
地

と
白
草
坡
墓
地
（
陵
坡
墓
地
の
西
約
六
〇
〇
m
）
の
二
箇
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。

前
者
は
殷
末
の
卜
甲
が
見
つ
か
っ
た
場
所
に
近
く
、
後
者
か
ら
は
西
周
前
期
の
卜

甲
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
關
係
で
發
掘
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

樊
村
墓
地
で
は
三
〇
〇
座
の
墓
が
發
見
さ
れ
て
お
り
、
大
部
分
は
西
周
前
期
の

も
の
で
あ
る
が
、
中
期
前
半
の
も
の
も
少
し
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
墓
地

は
小
型
墓
が
主
で
中
型
墓
が
少
し
だ
け
あ
る
と
い
う
。
詳
細
は
ま
だ
不
明
だ
が
、

小
型
墓
の
中
に
あ
る
少
數
の
中
型
墓
な
ら
族
長
ク
ラ
ス
の
も
の
と
見
て
よ
い
の
で

あ
ろ
う
。

白
草
坡
墓
地
は
西
周
中
・
後
期
の
も
の
で
二
〇
〇
座
餘
り
、
中
型
墓
葬
を
主
と

し
た
墓
地
と
い
う
點
が
目
を
惹
く
。
そ
の
う
ち
三
座
は
墓
道
が
一
本
の
い
わ
ゆ
る

「
甲
」
字
形
の
墓
で
あ
る
が
、
何
れ
も
盜
掘
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
他
は

み
な
長
方
形
の
竪
穴
土
壙
墓
で
あ
る
。
墓
口
の
長
さ
が
三
m
以
上
の
も
の
が
約
三

分
の
二
以
上
を
占
め
る
と
の
こ
と
。
有
銘
銅
器
も
少
し
出
土
し
て
い
て

と

蓋

と
さ
れ
て
い
る
。
他
に
少
量
の
玉
器
も
あ
る
が
正
式
な
發
表
を
待
つ
他
は
な
い
。

（
E
）
銅
器
鑄
造
工
房
に
つ
い
て

銅
器
鑄
造
工
房
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
東
の
舊
河
道
で
あ
る
馬
尾
溝
の
東
側
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
銅
器
を
鑄
造
す
る
陶
范
の
殘
塊
が
見
つ
か
っ
た
。
發
掘
面
積
は

一
二
八
㎡
と
の
こ
と
だ
が
、
小
規
模
の
試
掘
と
い
う
こ
と
な
の
で
工
房
の
面
積
は

も
っ
と
廣
範
圍
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
鼎
や

の
他
に
兵
器
の
陶
范
も
あ
る
と

い
う
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
南
の
周
原
地
區
を
含
め
て
も
こ
こ
が
最
も
古
い
鑄

銅
工
房
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
應
西
周
初
期
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
殷
末
に

遡
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
陶
器
と
石
器
の
製
造
工
房
に
つ
い
て
は
今
は

省
略
に
從
う
。（

F
）
周
公
廟
遺
址
に
關
す
る
特
記
事
項

1
、  

殷
代
末
期
に
な
っ
て
居
住
者
が
急
增
し
，
宮
廟
と
思
わ
れ
る
大
型
建
築
が
現

わ
れ
る
。
大
型
建
築
は
そ
の
後
も
西
周
中
期
前
半
ま
で
增
加
の
一
途
を
た
ど

る
が
、
中
期
後
半
以
降
は
急
速
に
減
少
す
る
。

2
、  
大
型
建
築
と
呼
應
す
る
よ
う
に
し
て
、
甲
骨
に
よ
る
占
い
も
行
な
わ
れ
文
字

で
も
記
錄
さ
れ
る
。

3
、  

殷
代
末
期
に
あ
っ
て
文
字
を
使
え
た
の
は
殷
系
氏
族
で
あ
る
か
ら
、
殷
末
に



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

七
九

殷
系
氏
族
の
一
部
が
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
殷
王
朝
內

で
使
わ
れ
た
文
字
を
西
周
王
朝
に
傳
え
た
の
は
彼
ら
殷
系
氏
族
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
樣
々
な
形
で
言
及
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
周
公
廟
遺
址

自
體
が
元
々
西
周
王
朝
の
領
地
で
あ
る
か
ら
周
系
氏
族
も
い
た
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
こ
の
地
で
は
殷
代
末
期
か
ら
殷
系
氏
族
と
周
系
氏
族
と
が
混
在

す
る
形
で
活
動
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

4
、  

西
周
中
期
頃
か
ら
大
型
建
築
の
北
側
の
斜
面
に
大
型
墓
が
作
ら
れ
は
じ
め
、

大
規
模
な
墓
地
を
形
成
す
る
。

5
、  

考
古
學
者
の
閒
で
は
、
こ
の
地
は
周
公
一
族
の
采
邑
〔
知
行
所
〕
だ
っ
た
と

い
う
見
方
に
ほ
ぼ
落
ち
着
い
た
よ
う
で
あ
る
。

結
び

京
の
辟
雍
と
い
う
宗
敎
的
施
設
で
行
な
わ
れ
た
儀
禮
の
歷
史
的
役
割
に
焦
點

を
當
て
て
、
銘
文
の
讀
み
を
深
め
る
こ
と
に
つ
と
め
て
き
た
。
そ
こ
で
眼
の
邊
り

に
し
た
の
は
、
殷
王
朝
の
社
會
的
秩
序
（
宗
敎
的
秩
序
）
か
ら
西
周
王
朝
の
社
會

的
秩
序
（
宗
敎
的
秩
序
）
へ
と
轉
換
す
る
上
で
必
要
な
、
特
別
な
意
味
を
も
つ
宗

敎
儀
禮
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
西
周
時
代
前
半
期
ま
で
に
限
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た

と
い
う
意
味
で
も
特
別
な
儀
禮
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
宗
敎
儀
禮
は
、
す
で
に
『
詩
經
』
周
頌
の
儀
禮
詩
の
中
に
そ
の
一
端
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
て
は
い
た
の
だ
が
、

京
關
係
の
銘
文
を
ま
と
め
て
讀
み
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
兩
者
の
閒
に
非
常
に
密
接
な
關
係
が
あ
る
こ
と
に
氣
付
か
さ
れ
、

兩
者
の
理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
思
い
が
け
な
い
收
穫
で
あ
っ

た
。
殷
代
末
期
と
い
う
「
移
行
期
」
に
、
す
で
に
そ
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
と

思
わ
せ
ら
れ
る
遺
跡
が
こ
の
周
公
廟
遺
址
で
あ
る
。

周
公
廟
遺
址
は
そ
の
名
が
物
語
る
よ
う
に
、
周
公
一
族
の
采
邑
だ
と
い
う
見
方

に
ほ
ぼ
落
ち
着
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
相
ま
っ
て
《
毛
公
鼎
》
の
難
解

だ
っ
た
部
分
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
岐
山
縣
出
土
と
だ
け
さ
れ
て
い

た
《
毛
公
鼎
》
の
具
體
的
な
出
土
場
所
が
周
公
廟
遺
址
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
推
定
を
裏
付
け
る
材
料
と
も
な
っ
て
い
る
。《
天
亡

》
も
《
毛
公
鼎
》
と

同
じ
く
岐
山
縣
出
土
と
だ
け
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
周
公
廟
址
か
ら
出
土
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
天
室
」
で
の
祭
儀
（
周
の
祭
儀
）
と
、

衣
祀
（
殷
の
祭
儀
）
が
こ
の
周
公
廟
遺
址
の
地
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
こ
と

に
な
る
。
複
雜
に
絡
み
合
っ
て
解
け
な
か
っ
た
謎
が
銘
文
の
讀
み
を
深
め
る
過
程

で
解
け
て
い
っ
た
こ
と
は
、當
初
あ
ま
り
豫
想
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
王
國
維
が
「
中
國
に
お
け
る
政
治
と
文
化
の
變
革
で
殷
周
の
際
ほ
ど
激

し
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
（
9
）」
と
記
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ

の
激
し
い
變
革
は
單
な
る
政
權
の
交
代
と
い
う
よ
う
な
政
治
的
變
革
で
は
な
く
、

そ
の
背
後
に
古
代
宗
敎
レ
ベ
ル
の
根
本
的
な
價
値
觀
の
大
き
な
轉
換
と
で
も
い
う

他
は
な
い
問
題
が
橫
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
何
よ
り
も
物
語
る
の
が

京

辟
雍
儀
禮
で
あ
る
。
そ
こ
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
殷
王
朝
の
宗
敎
的

秩
序
（
社
會
的
秩
序
）
か
ら
西
周
王
朝
の
「
天
の
思
想
」
に
よ
る
宗
敎
的
秩
序
（
社

會
的
秩
序
）
へ
と
轉
換
す
る
た
め
の
努
力
で
あ
る
。
こ
れ
は
殷
系
氏
族
と
周
系
氏

族
と
の
雙
方
が
と
も
に
關
與
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
實
現
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
詩
篇
と
銘
文
と
の
讀
み
を
通
じ
て
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

【
參
考
】
卷
阿
（『
詩
経
』
大
雅
〈
生
民
の
什
〉）
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八
〇

難
解
を
も
っ
て
聞
こ
え
る
「
卷
阿
」
で
あ
る
か
ら
、
書
き
下
し
文
を
示
し
て
も

意
味
を
摑
み
に
く
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
譯
詩
を
試
み
た
。『
萬
葉
集
』
の
長
歌

を
意
識
し
て
五
七
調
の
リ
ズ
ム
に
し
た
の
は
、
と
も
に
儀
禮
詩
だ
か
ら
で
、
や
っ

て
み
る
と
思
い
の
外
內
容
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
逐
語
的
に
口
語

譯
す
る
よ
り
も
苦
勞
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
理
解
を
深
め
る
上
で
は
か
え
っ
て

良
い
方
法
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
恩
師
白
川
靜
が
「
極
め
て
特
殊
な
詩
で
あ
る

か
ら
、
詩
意
を
把
握
し
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
從
來
適
切
な
解
釋
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。」
と
し
た
上
で
、「
神
事
的
な
行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
た
、
宗
敎
性
の
ゆ

た
か
な
出
遊
で
あ
る（
10
）」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
參
考
に
な
っ
た
。
周
公
廟
遺
址
の

發
掘
報
告
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
卷
阿
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
參
考
に
供
す
る
。
基
本
的
に
は
白
川
の
譯
註
を
參
考
に
し
た
が
自
分
な
り
の

理
解
に
も
と
づ
い
て
譯
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

卷
阿
（『
詩
經
』
大
雅
〈
生
民
の
什
〉）

有
卷
者
阿　
　

卷け
ん

た
る
阿く
ま

有
り

飄
風
自
南　
　

飄へ
う
ふ
う風　

南
よ
り
す

豈
弟
君
子　
　

豈
弟
の
君
子

來
游
來
歌　
　

來こ
こ

に
游
び　

來
に
歌
ふ

以
矢
其
音　
　

以
て
其
の
音
を
矢つ

ら

ぬ

伴
奐
爾
游
矣　

伴は
ん
く
わ
ん奐と
し
て
爾
な
ん
ぢ

游
び

優
游
爾
休
矣　

優い
う
い
う游
し
て
爾
休
せ
よ

豈
弟
君
子　
　

豈
弟
の
君
子

俾
爾
彌
爾
性　

爾な
ん
ぢを
し
て
爾
の
性
を
彌を

へ
俾し

め
よ

似
先
公
遵
矣　

先
公
の
遵
は
か
り
ご
とを
似つ

が
む

爾
土
宇

章　

爾な
ん
ぢの
土
宇　
お
ほ

い
に
章あ
き
らか
に

亦
孔
之
厚
矣　

亦ま

た
孔は
な
はだ
之
れ
厚
し

豈
弟
君
子　
　

豈
弟
の
君
子

俾
爾
彌
爾
性　

爾な
ん
ぢを
し
て
爾
の
性
を
彌を

へ
俾し

め
よ

百
神
爾
主
矣　

百
神　

爾　

主し
ゆ

た
ら
む

爾
受
命
長
矣　

爾な
ん
ぢ　

命
を
受
く
る
こ
と
長
し

祿
爾
康
矣　
ふ
つ
ろ
く祿　

爾
康
ん
ず

豈
弟
君
子　
　

豈
弟
の
君
子

俾
爾
彌
爾
性　

爾な
ん
ぢを
し
て
爾
の
性
を
彌を

へ
俾し

め
よ

純
嘏
爾
常
矣　

純じ
ゆ
ん
か嘏　

爾　

常
な
ら
む

有
馮
有
翼　
　

馮へ
う

た
る
有
り　

翼よ
く

た
る
有
り

有
孝
有
德　
　

孝
有
り　

德
有
り

以
引
以
翼　
　

以
て
引み

ち
びき
以
て
翼た
す

く

豈
弟
君
子　
　

豈
弟
の
君
子

四
方
爲
則　
　

四
方　

則の
り

と
爲な

す

顒
顒
卬
卬　
　

顒
ぎ
よ
う
ぎ
よ
う
顒　

卬か
う
か
う卬
と
し
て

如
圭
如
璋　
　

圭け
い

の
如
く　

璋し
や
うの
如
し
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令
聞
令
望　
　

令
聞
あ
り　

令
望
あ
り

豈
弟
君
子　
　

豈
弟
の
君
子

四
方
爲
綱　
　

四
方　

綱
と
爲
す

鳳
皇
于
飛　
　
　

鳳ほ
う

皇わ
う　

于こ
こ

に
飛
ぶ

其
羽　
　
　

く
わ
い
く
わ
いた
る
其
の
羽

亦
集
爰
止　
　
　

亦
た
集つ
ど

ひ
て
爰こ
こ

に
止と
ど

ま
る

藹
藹
王
多
吉
士　

藹あ
い
あ
い藹
た
る
王
の
多た
き
つ
し

吉
士

維
君
子
使　
　
　

維
れ
君
子
の
使
つ
か
い

媚
于
天
子　
　
　

天
子
に
媚び

せ
ら
る

鳳
皇
于
飛　
　
　

鳳
皇　

于
に
飛
ぶ

其
羽　
　
　

た
る
其
の
羽

亦
傅
于
天　
　
　

亦
た
天
に
傅い

た

る

藹
藹
王
多
吉
人　

藹
藹
た
る
王
の
多
吉
人

維
君
子
命　
　
　

維
れ
君
子
に
命
ぜ
ら
れ

媚
于
庶
人　
　
　

庶
人
に
媚び

せ
ら
る

鳳
皇
鳴
矣　

鳳
皇
鳴
き
ぬ

于
彼
高
岡　

彼
の
高
岡
に

梧
桐
生
矣　

梧
桐　

生
ず

于
彼
朝
陽　

彼
の
朝
陽
に

菶
菶
萋
萋　

菶ほ
う
ほ
う菶　

萋せ
い
せ
い萋
た
り

喈
喈　
よ
う
よ
う　

喈か
い
か
い喈
た
り

君
子
之
車　

君
子
の
車

旣
庶
且
多　

旣
に
庶お

ほ

く　

且
つ
多
し

君
子
之
馬　

君
子
の
馬

旣
閑
且
馳　

旣
に
閑な

ら

ひ　

且
つ
馳は

す

矢
詩
不
多　

詩
を
矢つ
ら

ぬ
る
こ
と
多
か
ら
ず

維
以
遂
歌　

維
れ
を
以
て
遂
に
歌
ふ

【
譯
詩
】

三
方
を　

尾
根
に
抱
か
れ

南
よ
り　

谷
風
ぞ
吹
く

穩
や
か
な　

わ
れ
ら
が
君
よ

樂
の
音
に　

歌
聲
高
く

皇す
べ

神が
み

に　

今
ぞ
手
向
け
ん

お
ほ
ど
か
に　

汝
は
遊
び
た
り

氣
の
ま
ま
に　

汝
は
憩
い
た
り

穩
や
か
な　

わ
れ
ら
が
君
よ

汝
が
心　

大
い
に
振
る
い

神か
む
ろ
ぎ祖
の　

御み

魂た
ま

受
け
繼
ぐ

君
が
地
は　

い
と
も
め
で
た
く



京
辟
雍
儀
禮
の
特
質
と
歷
史
的
役
割
（
下
）

八
二

い
や
ま
し
に　

厚
く
廣
が
る

穩
や
か
な　

わ
れ
ら
が
君
よ

汝
が
心　

大
い
に
振
る
い

百も
も

の
神　

う
し
は
く
者
よ

受
命
よ
り　

久
し
く
な
り
て

幸
多
く　

汝
も
康
ら
か
に

穩
や
か
な　

わ
れ
ら
が
君
よ

汝
が
心　

大
い
に
振
る
い

幸
多
く　

永
遠
に
榮
え
ん

賴
も
し
く　

緣よ
す
がと
も
な
り

孝
と
德　

と
も
に
具
わ
り

手
引
き
も
し　

後
ろ
見
も
す
る

穩
や
か
な　

わ
れ
ら
が
君
を

四よ

も方
の
民　

則の
り

と
は
な
せ
り

し
っ
と
り
と　

か
つ
勇
ま
し
く

玉
の
如ご

と　

品
位
に
も
富
む

名
聲
も　

人
望
も
あ
る

穩
や
か
な　

わ
れ
ら
が
君
を

四
方
の
民　

範
と
は
な
せ
り

鳳ほ
う

凰お
う

の　

群
れ
飛
び
來
た
り

ば
た
ば
た
と　

羽
音
を
た
つ
る

か
つ
集
い　

か
つ
留
ま
り
て

神か
み
び
と人
ら　

い
や
次
々
に

さ
れ
ば
か
れ　

わ
が
君
の
召
し

天
つ
子
の　

お
ぼ
え
め
も
い
と
ど

鳳
凰
の　

群
れ
飛
び
來
た
り

ば
た
ば
た
と　

羽
音
を
た
つ
る

ま
た
高
く　

天
に
飛
び
立
つ

神
人
ら　

い
や
次
々
に

わ
が
君
の　

命
の
ま
ま
な
り

諸
人
の　

喜
ぶ
と
こ
ろ

鳳
凰
の　

鳴
き
つ
る
方
は

彼
の
高
き　

尾
根
の
あ
な
た
の

梧あ
お
ぎ
り桐
の　

生お

う
る
邊
り
か

東ひ
ん
が
しの　

朝
日
に
映
え
て

あ
か
あ
か
と　

綠
ぞ
萌
ゆ
る

鳳
凰
も　

い
と
ど
し
ぞ
鳴
く

わ
が
君
の　

竝な

み
い
る
車

か
つ
多
く　

か
つ
夥
お
び
た
だし
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わ
が
君
の　

竝
み
い
る
馬
も

か
つ
な
ら
い　

か
つ
は
驅
け
行
く

訴
う
歌　

多
か
ら
ざ
れ
ど

大
い
に
歌
い　

大
き
に
歌
う

【
註
】

（
1
）
本
稿
の
「
上
」「﹇
付
論
﹈

京
辟
雍
儀
禮
と
周
頌
儀
禮
詩
と
の
關
係
に
つ
い
て
」
な

ど
で
整
理
し
直
し
た
言
葉
。

（
2
）
白
川
靜
『
金
文
通
釋
』
に
示
さ
れ
た
綿
密
な
讀
み
に
も
と
づ
く
斷
代
に
從
っ
た
。

（
3
）
拙
論
「
西
周
〈
昭
穆
期
〉
の
位
相
」
第
十
三
章
「
王
統
譜
の
出
現
」（『
西
周
王
朝

論
《
話
體
版
》』（
朋
友
書
店　

二
〇
一
七
年
）
所
收
）
に
言
及
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

西
周
王
朝
の
王
統
譜
が
記
さ
れ
た
最
初
の
銘
文
と
し
て
重
要
な
も
の
。
そ
こ
に
は
代
々

の
王
の
事
績
の
特
長
が
記
さ
れ
て
い
る
點
で
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

（
4
）「
西
周
〈
昭
穆
期
〉
の
位
相
」
第
十
二
章
「
册
令
（
命
）
形
式
金
文
と
中
央
集
權
の

問
題
」
參
照
。

（
5
）
周
原
甲
骨
Ｈ
11
：
20
「

亡
省
祠
自
蒿
于

」。
Ｈ
11
：
１
１
７
「
祠
自
蒿
于
周
」。

（
6
）『
西
周
王
朝
論
《
話
體
版
》』（
前
掲
書
）
の
第
二
部
。

（
7
）
早
川
庄
八
「
天
平
六
年
出
雲
國
計
會
帳
の
研
究
」（『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
卷
。
吉

川
弘
文
館　

一
九
六
二
年
）。

（
8
）
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
〇
〇
三
年
。

（
9
）
王
國
維
『
觀
堂
集
林
』（
中
華
書
局
。
一
九
五
九
年
）
所
收
「
殷
周
制
度
論
」
の
冒

頭
部
分
「
中
國
政
治
與
文
化
之
變
革
、
莫
劇
於
殷
周
之
際
。」

（
10
）
白
川
靜
『
詩
經
雅
頌
2
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫　

一
九
九
八
年
）。

【
圖
版
1
】・【
圖
版
2
】
は
と
も
に
周
原
考
古
隊
「
二
〇
〇
三
年
陝
西
岐
山
周
公
廟
遺
址

調
査
報
告
」（「
古
代
文
明
」
第
五
卷
。
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）
所
収
の
も
の
を
使
わ
せ

て
頂
い
た
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）




